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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
綱
領

　

私
た
ち
は
、
世
界
の
平
和
と

人
間
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
人
々
と
の
「
友
情
と
信

頼
」
に
基
づ
く
「
理
解
と
協
力

と
連
帯
」
の
輪
を
ア
ジ
ア
と
世

界
に
広
げ
ま
す
。

　

か
か
る
目
的
を
も
っ
て
私
た

ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
は
以
下
の
こ

と
に
努
め
ま
す
。

一
、
よ
り
人
間
ら
し
い
地
球
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の

幸
せ
に
奉
仕
し
ま
す
。

一
、
地
球
の
自
然
環
境
を
大
切

に
守
り
ま
す
。

一
、
生
活
の
無
駄
を
省
き
、
地

球
資
源
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
自
分
と
他
人
の
生い

の
ち命

の
価
値
を
高
め
ま
す
。

以
上

　アジア18カ国に井戸を贈る国際協力団体（NGO）で
す。1979年に大阪で設立。誰もが生まれてきて良かったと
思える社会を目指し、2021年３月現在、井戸建設（累計
2150基）や植林（累計257万本)、子ども教育支援を中心に
活動しています。全国都道府県認可の社団法人取得第１号
団体です。2012年４月１日からは、内閣総理大臣の認定を
受け、公益社団法人になりました。
　海外との交流・協力活動は、インド、インドネシア、バ
ングラデシュ、タイ、マレーシア、フィリピン、スリラン
カ、ネパール、韓国、カンボジア、シンガポール、ミャン
マー、ラオス、中国、ベトナム、モンゴル、パキスタン、
アフガニスタン、さらに西アフリカのブルキナファソにも
広がり、友情のネットワークが形成されています。
　日本国内でも、各地でチャリティープログラム、自然環
境プログラムなどを行っています。
※ホームページ　https://jafs.or.jp

 本会へのご寄付は、寄付金控除の対象です
　ＪＡＦＳは内閣府より公益社団法人としての認定を受け
ています。ＪＡＦＳへの寄付金や会費（社員会費は除く）
は、申告によって、所得税、法人税、相続税について税制
上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。
　確定申告の際、税額控除、所得控除のいずれか有利な方
を選択できます。本会発行の領収書を添付して申告してく
ださい。法人税は損金の額に算入することができます。相
続税は最寄りの税務署などにお問い合わせください。

アジア協会アジア友の会とは

巻頭言／ＪＡＦＳ綱領

ほ
っ
け
・
と
し
ろ
う　

三
重
県
生
ま
れ
。

１
９
７
０
年
、
朝
日
新
聞
社
入
社
。
大
阪

社
会
部
で
裁
判
所
、
大
阪
地
検
特
捜
部
、

内
政
な
ど
を
担
当
。
朝
日
ビ
ル
社
長
を
経

て
２
０
１
４
年
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
理
事
。
去

年
6
月
か
ら
副
会
長
。
「
和
歌
山
カ
レ
ー

毒
物
混
入
事
件
」
の
ス
ク
ー
プ
で
日
本
新

聞
協
会
賞
、
朝
日
新
聞
の
長
期
連
載
「
こ

の
国
の
足
音
」
で
坂
田
賞
を
受
賞
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●

か
ら
も
近
所
の
女
性
に
布
の
カ
バ
ン
づ
く

り
を
教
え
、
二
人
の
里
子
を
引
き
取
っ
て

育
て
て
い
た
テ
ィ
ル
ク
マ
リ
・
プ
ン
さ
ん

の
感
染
、
死
亡
の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
。
活
動
中
の
仲
間
の
感
染
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
出
稼
ぎ
の
仕
事
を
失
っ
て
自

殺
、
パ
ソ
コ
ン
が
無
く
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の

授
業
が
受
け
ら
れ
な
い
、
日
雇
い
の
仕
事

が
な
く
な
っ
て
食
事
に
も
事
欠
く
家
庭
︙

︙
。
こ
う
し
た
実
情
を
記
事
で
伝
え
て
募

金
を
呼
び
掛
け
、
お
米
や
豆
、
油
、
消
毒

剤
、
担
架
、
呼
吸
器
な
ど
を
現
地
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
鹿
の
王
」
と
は
「
支
配
者
」
の
意
味
で

は
な
く
、
鹿
の
群
れ
が
危
機
に
陥
っ
た

時
、
自
ら
の
命
を
賭
し
て
敵
の
前
に
躍
り

出
て
群
れ
を
逃
が
す
勇
敢
な
鹿
の
こ
と
。

志
半
ば
で
逝
っ
た
三
人
は
現
代
の
「
鹿
の

王
」
で
す
。
三
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
遺
志
を
引
き
継
い
で

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
奮
闘
す
る
仲
間
の
活
動

を
息
長
く
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

上
橋
菜
穂
子
の
小
説
「
鹿
の
王
」
（
角

川
書
店
）
は
架
空
の
東ツ

乎オ

瑠ル

帝
国
に
突
如

ま
ん
延
し
た
謎
の
ウ
イ
ル
ス
の
物
語
で

す
。
主
人
公
は
二
人
。
一
人
は
東
乎
瑠
帝

国
相
手
に
故
郷
を
守
ろ
う
と
戦
っ
た
が
敗

れ
て
岩
塩
鉱
の
奴
隷
と
な
っ
た
戦
士
団

「
独
角
」
の
頭
の
ヴ
ァ
ン
。
「
鹿
の
王
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
人
は
２

５
０
年
前
に
滅
び
た
王
国
の
末ま
つ

裔え
い

の
天
才

的
な
医
術
師
、
ホ
ッ
サ
ル
。
あ
る
日
、
不

思
議
な
黒
犬
が
岩
塩
鉱
を
襲
い
、
か
ま
れ

た
奴
隷
が
次
々
と
死
亡
。
た
だ
一
人
生
き

残
っ
た
ヴ
ァ
ン
は
鎖
を

引
き
ち
ぎ
っ
て
逃
亡
し

ま
す
。
騒
ぎ
を
知
っ
た

ホ
ッ
サ
ル
は
そ
の
病
気

が
伝
説
の
「
黒
狼
熱
」

と
推
定
。
生
ま
れ
な
が

ら
免
疫
力
の
あ
る
ヴ
ァ

ン
の
血
液
を
採
っ
て
治

療
薬
に
役
立
て
よ
う
と

思
い
、
追
跡
を
始
め
ま
す
。
追
い
、
追
わ

れ
る
二
人
は
や
が
て
手
を
結
び
「
黒
狼

熱
」
の
悪
用
を
企
て
る
グ
ル
ー
プ
に
立
ち

向
か
う
︱
︱
。
２
０
１
５
年
の
本
屋
大

賞
、
日
本
医
療
小
説
大
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞

し
ま
し
た
。

　

今
日
、
世
界
を
覆
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
こ
の
作
品
が
発
売
さ
れ
て
か
ら
５

年
後
に
発
生
。
世
界
の
死
者
は
３
０
０
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
失
業
者
、
飲
食
店
の

閉
店
も
続
出
。
私
た
ち
「
ア
ジ
ア
協
会
ア

ジ
ア
友
の
会
」
（
略
称
・
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
）
も

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
コ
ン
サ
ー
ト
の

延
期
や
中
止
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
令
和

２
年
度
の
外
務
省
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
究
会
の
報
告

書
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
や
ア
ジ
ア
な
ど

で
活
動
を
し
て
い
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
１

４
７
団
体
の
う
ち
、
84
団
体
（
57
・
１

％
）
が｢

収
入
が
減
少
す
る｣

と
予
測
。
17

団
体(

11
・
６
％)

が
「
事
業
存
続
の
危

機
」
、
16
団
体
（
10
・
９
％
）
が｢

組
織

存
続
の
危
機｣

を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
す
べ
き

役
割
と
は
何
か
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
会
報
「
ア

ジ
ア
ネ
ッ
ト
」
の
編
集
部
で
は
何
よ
り
も

現
場
か
ら
の
情
報
発
信
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。
提
携
先
の
ア
ジ
ア
各
国
の

仲
間
に
呼
び
か
け
て
去
年
夏
か
ら
緊
急
特

集
記
事
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
」
を
連

載
し
て
い
ま
す
。
驚
い
た
こ
と
に
、
イ
ン

ド
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル
会
長
、
Ｋ
・

Ａ
・
パ
テ
ィ
ル
さ
ん
ら
二
人
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
5
月
に
死
亡
。

パ
テ
ィ
ル
さ
ん
は
イ
ン
ド
南
部
の
貧
し
い

農
村
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
隣
国
の
ネ
パ
ー
ル

「鹿の王」たちの
遺志引き継いで

法花 敏郎
アジア協会アジア友の会

副会長
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全
世
界
で
猛
威
を
奮
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
４
月
以
降
、
イ
ン
ド
全
土
で
新
型
変
異
株
に
よ

る
感
染
爆
発
が
起
き
、
６
月
18
日
ま
で
の
累
計
感
染
者
は

約
２
９
７
６
万
人
、
死
者
は
約
38
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

中
で
も
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
提
携
団
体
が
多
数
あ
る
マ
ハ
ラ
シ
ュ

ト
ラ
州
は
、
累
計
感
染
者
約
５
８
５
万
人
、
死
者
約
12
万

人
と
、
イ
ン
ド
全
国
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
地
か

ら
、
不
十
分
な
医
療
と
貧
困
か
ら
く
る
命
の
危
険
と
生
活

の
困
窮
を
訴
え
、
支
援
を
求
め
る
手
紙
が
続
々
と
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル

会
長
で
あ
っ
た
Ｋ
・
Ａ
・
パ
テ
ィ
ル
さ
ん
、
隣
国
ネ
パ
ー

ル
で
は
テ
ィ
ル
ク
マ
リ
・
プ
ン
さ
ん
ら
、
現
地
で
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
の
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
た
方
々
の
訃
報
も
相
次

ぎ
ま
し
た
。
６
月
に
入
っ
て
新
規
感
染
者
数
は
や
や
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど

で
は
逆
に
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、
収
束
の
見
通
し
は
ま

だ
ま
だ
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

感
染
爆
発 

苦
悶
の
イ
ン
ド

特
集  

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
⑤

東-南アジア各国のコロナ新規感染者数の推移

世界のコロナ新規
感染者数の推移

▶
い
ず
れ
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
機
関
）
のW
eb

ペ
ー
ジ
「C

oronavirus (C
O

VID
-19) D

ashboard

」
な
ど
よ

り
。
コ
ロ
ナ
流
行
の
中
心
が
欧
米
か
ら
東
‐
南
ア
ジ
ア
に
移
り
、
そ
の
中
で
も
イ
ン
ド
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
わ
か
る

陽
性
者

2976
万
人
、死
者
38
万
人

●
イ
ン
ド　
５
月
18
日

ビ
シ
ャ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
パ
ラ
ン
ジ

ャ
ペ
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ナ
グ
プ
ー
ル
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ナ
グ
プ
ー
ル
で
の
コ

ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
お
そ
ら
く
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
広
が
り
」
段
階
に
入
っ
て

「
食
べ
物
が
な
い
。仕
事
が
な
い
」

い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
危
険
で
深
刻
な
状

況
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
続
く
か
は

誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
州
政
府
は
、
感
染

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
制
限
を
課
す
以

外
に
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ス
ラ
ム
に
住
む
子
ど
も
た
ち
は
、
非
ス
ラ

ム
居
住
者
と
比
べ
て
、
栄
養
失
調
に
よ
る
低

体
重
に
苦
し
ん
で
お
り
、
成
人
も
同
様
で

す
。
栄
養
価
の
高
い
食
べ
物
の
不
足
は
、
免

疫
力
を
低
下
さ
せ
、
感
染
症
が
蔓
延
し
や
す

い
環
境
を
生
み
ま
す
。
ス
ラ
ム
街
で
は
、
安

全
な
水
と
衛
生
設
備
を
利
用
で
き
ず
、
手
洗

い
、
自
己
隔
離
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を
防
ぐ
取
り
組

み
を
行
え
る
環
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
は
他
国
と
比
べ
、
コ
ロ

ナ
の
検
査
実
施
体
制
面
で
劣
っ
て
お
り
、
ス

ラ
ム
居
住
者
が
医
療
施
設
で
初
期
症
状
を
見

変
異
株
が
猛
威

▼仕事を失って故郷に帰る移民労働者が、ロックダウンのためバスや
電車が利用できず、都市の外に一時的な避難所を建てて生活している
＝マディヤ･プラデーシュ州ラトラム県バンジャリ村

2021年夏　　アジアネット146号5

東-南アジア各国の新型コロナ
累計感染者と累計死者
2021年６月18日現在

	 感染者数	 死者数
インド	 29,762,793	 383,490
インドネシア	 1,963,266	 54,043
カンボジア	 40,782	 380
シンガポール	 62,366	 34
タイ	 210,782	 1,577
ネパール	 617,947	 8,641
バングラデシュ	 844,970	 13,399
フィリピン	 1,339,457	 23,276
マレーシア	 678,764	 4,202
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アムラワティ県にある公立病院の様子。部屋に詰め込んだベッド
に、コロナ患者がぐったりと横たわる

「
薬
を
、酸
素
を
、メ
ー
タ
ー
を
」

救
急
車
の
中
で
息
絶
え
る
人
も

新型コロナ禍の中で⑤

５
月
13
日

ダ
ン
ラ
ッ
ジ
・
Ｋ
・
ガ
ワ
イ
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ア

コ
ラ
代
表
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
コ
ラ
地
区
に
は

７
つ
の
タ
ル
カ
（
市
町
村
）
が
あ
り
、
人

口
は
約
１
９
５
万
人
。
う
ち
ア
コ
ラ
市
が

約
50
万
人
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
総
数

４
万
４
５
１
４
人
、
死
亡
者
７
６
５
人
、
現

在
確
認
さ
れ
て
い
る
感
染
者
数
６
４
０
２
人

　

５
月
８
日　

サ
テ
ィ
ア
プ
ラ
カ
シ
ュ
・
ギ

ャ
ン
バ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ロ
ナ
ラ
）

　

ロ
ナ
ラ
村
の
あ
る
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ナ

グ
プ
ー
ル
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
死
亡
率
が

０
・
95
％
と
州
で
２
番
目
に
高
く
、
検
査
陽

性
率
は
34
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
差
し
迫
っ
た
心
配
の
一
つ
は
、
医
療

用
酸
素
の
不
足
で
す
。
個
々
の
患
者
だ
け
で

な
く
、
病
院
で
さ
え
足
り
ま
せ
ん
。
症
状
自

体
の
悪
化
で
な
く
、
必
要
な
酸
素
を
投
与
で

き
な
か
っ
た
た
め
に
患
者
が
死
亡
し
た
と
い

う
報
告
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
等
度
の
肺
炎
と
な
り
呼
吸
困
難
の
兆
候

が
現
れ
る
血
中
酸
素
飽
和
度
94
未
満
の
患
者

は
、
酸
素
濃
縮
器
を
用
い
た
酸
素
投
与
を
受

け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
濃
縮
器
は
、

酸
素
飽
和
度
90
～
94
の
軽
度
か
ら
中
等
度
の

在
宅
隔
離
患
者
が
酸
素
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る

に
は
、
自
宅
で
取
り
扱
え
る
最
も
有
効
な
手

段
で
す
。
飽
和
度
88
～
92
の
患
者
は
通
常
な

ら
入
院
に
値
し
ま
す
が
、
病
床
不
足
で
入
院

で
き
な
い
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
治
療
で
は
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

（
皮
膚
を
通
し
て
動
脈
血
酸
素
飽
和
度
と
脈

つ
け
る
こ
と
な
ど
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

　

移
民
労
働
者
を
除
い
て
、
多
く
の
家
族
が

稼
ぎ
手
を
失
い
、
孤
児
、
高
齢
者
、
女
性
が

率
い
る
家
族
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
貧
し
い
社
会
に
取
り
残
さ
れ

た
多
く
の
弱
い
労
働
者
は
、
生
活
の
リ
ス
ク

だ
け
で
な
く
、
安
全
と
健
康
面
で
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
貧
困
層
の
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
、
封
鎖
前
か
ら
需
要
が
落
ち

込
み
、
失
業
率
が
高
く
、
地
方
の
賃
金
が
停

滞
し
、
貧
困
層
の
状
況
は
悪
化
し
て
い
ま
し

た
が
、
封
鎖
発
表
後
は
、
親
は
仕
事
を
失

い
、
食
べ
物
を
買
う
お
金
が
な
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
買
う
た
め
に
他
人
に
お
金
を

乞
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
食
事
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。
政

府
は
ス
ラ
ム
の
人
々
に
食
料
品
を
配
っ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
人
々
に
そ
れ
が
届
か
ず
、

食
料
不
足
は
解
消
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の

支
援
の
必
要
性
は
緊
急
か
つ
重
大
で
す
。

５
月
11
日

カ
シ
ナ
ー
ト
・
デ
オ
ガ
デ
（
Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ

代
表
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ
ロ
リ
県
に
は

12
の
タ
ル
カ
（
市
町
村
）
が
あ
り
、
そ
の
す

べ
て
で
毎
日
、
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
月
８
日
に
は
、
４
３
１
人
の
新
規
症

例
と
61
人
の
死
亡
が
報
告
さ
れ
、
合
計
死
者

数
は
５
２
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
第
１
波
は

主
に
都
市
部
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
第
２
波
は
制
御
不
能
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
村
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
府
や
他
の
機
関
は
、
薬
、
ベ

ッ
ド
、
酸
素
、
人
工
呼
吸
器
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
状
況
に
対
処
で
き
て
い
ま
せ
ん
。	

　

Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ
の
職
場
調
査
に
よ
る
と
、
問

題
は
新
し
い
変
異
種
だ
け
で
な
く
、
人
々
の

意
識
の
欠
如
と
貧
困
に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
人
は
発
熱
、
風
邪
、
頭
痛
、
体

の
痛
み
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
が
、
病
院
へ
検

査
に
行
く
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
。
家
の
中

に
は
隔
離
す
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
登
録
す
る
方
法
を
知
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
多
く
の
誤
解
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
私
の
故
郷
で
あ
る
ラ
ッ
カ
マ
プ
ー

ル
ボ
リ
を
訪
れ
ま
し
た
。
人
口
約
４
５
０
０

人
の
う
ち
１
０
０
人
以
上
が
発
熱
、
咳
、
頭

痛
、
体
の
痛
み
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
サ

テ
ィ
病
院
が
あ
る
ム
ス
カ
村
同
様
で
す
。

　

Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ
は
地
方
自
治
体
に
、
検
査
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
ヘ
ル
ス
キ
ャ
ン
プ

を
組
織
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
ラ
ッ
カ

マ
プ
ー
ル
ボ
リ
と
ム
ス
カ
村
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
監
視
す
る
委
員
会
を
設
立
し
、
病
院
の

緊
急
電
話
番
号
、
ベ
ッ
ド
の
空
き
状
況
を
知

ら
せ
、
自
治
体
や
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
助
け

を
借
り
て
村
の
校
舎
で
患
者
を
隔
離
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村
の
警
備
員

と
と
も
に
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
一
般
的

な
検
査
を
組
織
し
、
症
状
の
あ
る
患
者
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
送
っ
て
検
査
し
て
い
ま
す
。	

　

私
た
ち
の
活
動
現
場
の
人
々
は
非
常
に
貧

し
く
、
多
く
は
日
雇
い
労
働
者
で
す
。
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
の
長
期
化
で
職
を
失
う
こ
と
を
恐

れ
、
症
状
を
報
告
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
物
価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
を
巻
く
の
に
使
う
テ
ン
ド
ゥ
の
葉

の
収
集
シ
ー
ズ
ン
は
、
少
数
民
族
の
人
々
の

重
要
な
収
入
源
で
す
。
多
く
の
家
族
が
森
で

葉
を
集
め
、
家
に
持
っ
て
行
き
、
選
別
し
ま

す
。
収
集
中
や
移
動
中
に
高
齢
者
が
感
染
す

る
と
、
家
族
全
員
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
彼
ら
に
衛
生
習
慣
と
感
染
予
防
を

教
え
、
経
済
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ
は
、
主
要
な
村
で
意
識
向

上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
料
品
キ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
、
消
毒
剤
、

手
洗
い
、
医
薬
品
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

５
月
12
日

Ａ･

ブ
リ
ー
ト･

セ
ル
バ
ー
ジ
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

　

タ
ミ
ル
ナ
ド
ゥ
州
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
１

２
９
万
７
５
０
０
人
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
。
う

ち
１
万
４
９
７
４
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
13

万
１
４
６
８
人
は
、
ま
だ
入
院
中
で
す
。

　

イ
ン
ド
保
健
省
は
同
州
の
感
染
状
況
を
分

類
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
州
内
の
デ
ィ
ン

デ
ィ
ガ
ル
地
区
と
ナ
マ
カ
ル
地
区
は
「
ホ

ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
（
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
場

所
）
」
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
す
べ
て
の
人
々

と
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
資
源

で
す
。

　

２
０
２
０
年
は
人
々
の
健
康
だ
け
で
な
く

経
済
状
況
に
も
劇
的
に
変
化
し
ま
し
た
。

　

地
区
の
人
口
の
約
60
％
が
農
村
地
域
に
住

ん
で
い
ま
す
。
都
市
に
住
ん
で
い
る
人
々
の

大
多
数
は
、
安
定
し
た
適
切
な
収
入
源
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
男
性
と
女
性
が
建

設
現
場
で
働
き
、
日
雇
い
の
賃
金
で
家
族
の

基
本
的
な
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
す
べ
て
の
人
が
働
く
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
は
、
特
に
夏
の
間
、
広
場
や
道
端

で
品
物
を
売
る
陶
芸
家
が
い
ま
し
た
が
、
厳

格
な
「
新
型
コ
ロ
ナ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
た

め
に
、
売
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
多
く
の
人
が
昼
夜
を
問
わ
ず
仕
事
を
や
り

遂
げ
、
子
ど
も
た
ち
も
学
校
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
今
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
施
設
を
利
用
す
る
の
を
助
け
る
た

め
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
う
余
裕
が
な
い

た
め
、
学
校
教
育
が
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

５
月
20
日

プ
リ
テ
ー
シ
ュ
・
Ｍ
・
バ
ッ
ア
ル
ウ
ァ
ー

（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ヤ
バ
ト
マ
ル
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ヤ
バ
ト
マ
ル
県
で

は
、
コ
ロ
ナ
が
制
御
不
能
で
す
。
県
の
統
計

を
見
る
と
、
陽
性
患
者
総
数
は
６
５
８
１
７

人
、
死
亡
者
は
１
５
７
７
人
。
さ
ら
に
増
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
去
1
か
月
半
の

陽
性
患
者
の
死
亡
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

ベ
ッ
ド
、
人
工
呼
吸
器
、
酸
素
を
備
え
た

公
立
病
院
は
利
用
で
き
ず
、
患
者
は
治
療
不

足
の
た
め
に
命
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
患
者
が
救
急
車
の
中
で
命
を

落
と
し
ま
し
た
。
私
立
病
院
も
同
様
で
、
利

用
で
き
る
ベ
ッ
ド
、
酸
素
、
人
工
呼
吸
器
は

あ
り
ま
せ
ん
。
貧
し
い
人
々
は
お
金
が
な
い

た
め
に
私
立
病
院
に
行
け
ず
、
感
染
症
の
発

拍
数
を
測
る
装
置
）
を
用
い
て
血
中
酸
素
飽

和
度
を
指
で
測
定
し
ま
す
。
ロ
ナ
ラ
村
で
も

今
日
ま
で
に
６
人
が
コ
ロ
ナ
で
死
亡
し
、
多

く
の
感
染
者
が
入
院
で
き
ず
在
宅
治
療
中
で

す
。
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
酸
素
濃
縮

器
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
適
切
な
人
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
非
常

に
弱
い
立
場
の
人
々
の
た
め
に
働
く
こ
と
が

私
た
ち
の
願
い
で
す
。
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６
月
７
日

サ
チ
ダ
ナ
ン
ド
・
ク
ン
バ
ー
ル
（
Ｂ
Ｓ
Ｖ

Ｉ
Ａ
代
表
）

　

カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル
の
状
況

も
、
イ
ン
ド
の
他
の
地
域
と
全
く
同
じ
で

す
。
人
々
は
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
恐
れ
を

な
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

で
行
動
を
制
限
さ
れ
、
自
由
に
外
出
で
き
ま

せ
ん
。
市
場
も
す
べ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

す
。
牛
乳
店
と
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
だ
け
６
時

か
ら
12
時
ま
で
開
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
と
き
は
、
村
の

人
々
は
そ
れ
ほ
ど
怖
が
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
は
と
て
も
恐
れ
て
い
ま

す
。
周
り
で
次
々
と
亡
く
な
る
人
が
出
て
い

ま
す
が
、
親
し
い
人
の
葬
式
に
も
参
列
で
き

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
状
況
に
か
つ
て
直
面
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
は
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

人
々
は
病
院
へ
は
あ
ま
り
行
き
ま
せ
ん
。
治

療
費
が
払
え
な
い
し
、
治
療
が
受
け
ら
れ
て

も
、
病
院
か
ら
生
き
て
戻
っ
て
こ
ら
れ
な
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
。
病
院
で

は
医
療
用
酸
素
が
足
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
が
移
動
を
制
限
し
て
い
る
の
で
、
働

き
た
く
て
も
仕
事
に
就
け
な
い
と
い
う
問
題

に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
労
働
者
、
雇
用
者

側
双
方
に
と
っ
て
問
題
で
す
。

　

同
州
に
あ
る
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
学
園
は
先

が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。
１
月
に
授
業
が

始
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
半
月
も
た
た
な
い
う

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中
に
外
出
し
て
、
警
官
か
ら

制
裁
を
受
け
る
男
性
＝
イ
ン
ド
、
カ
ル
ナ
ー

タ
カ
州
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル

ち
に
１
～
５
年
生
の
授
業
は
中
止
に
な
り
、

３
月
に
な
っ
て
６
～
10
年
生
の
う
ち
中
学
校

卒
業
認
定
試
験
を
控
え
て
い
る
10
年
生
を
除

い
て
授
業
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
10
年

生
も
４
月
12
日
か
ら
授
業
が
な
く
な
り
、
い

ま
は
全
校
で
授
業
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
１
年
間
、
特
に
１
～
５
年
生
は
ほ
と
ん

ど
授
業
が
あ
り
ま
せ
ん
。
５
月
12
日
ま
で
と

決
ま
っ
て
い
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
24
日
ま
で

と
な
り
ま
し
た
が
、
５
月
22
日
に
再
度
６
月

７
日
ま
で
延
長
、
さ
ら
に
そ
の
後
6
月
24
日

ま
で
の
再
延
長
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
政
府
は
、
７
月
15
日
か
ら
新
学
年
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
決
め
、
進
級
試
験
な
し

に
進
級
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
で
評
価
な
し
で
学
生
を
進
級
さ

せ
る
と
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

不
足
分
の
授
業
内
容
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

を
教
育
委
員
会
で
検
討
中
で
す
。
ほ
と
ん
ど

授
業
ら
し
い
も
の
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
貧

し
い
生
徒
た
ち
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行

わ
れ
て
い
た
私
学
の
生
徒
た
ち
と
大
き
な
力

の
差
が
生
じ
ま
す
。
イ
ン
ド
の
将
来
に
大
き

な
問
題
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

中
学
校
卒
業
認
定
試
験
は
多
分
、
６
月
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
教
師
た
ち
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
）
を
使
っ
て
試
験
準
備
を

す
る
よ
う
生
徒
た
ち
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
運
営
や
様
々
な
事
業
計
画
も
コ
ロ
ナ

禍
で
何
も
か
も
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
身

を
守
り
、
生
徒
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
自
分

の
身
を
守
る
か
教
育
す
る
こ
と
だ
け
で
す
。

学
校･

事
業
す
べ
て
が
止
ま
っ
た

で
き
れ
ば
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
消
毒
液

や
マ
ス
ク
、
食
料
な
ど
を
配
布
し
た
い
と
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

５
月
17
日

Ｂ
・
Ｒ
・
パ
ン
ト
（
モ
テ
ィ
ラ
ム
・
バ
ブ

ラ
ム 

ガ
バ
メ
ン
ト 

Ｐ
・
Ｇ
・
カ
レ
ッ
ジ

教
授
） 

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
第
２
波
は
、
以
前
よ
り

多
く
の
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
多
数
の
若

者
が
死
の
淵
に
あ
り
ま
す
。
人
工
呼
吸
器
、

酸
素
ボ
ン
ベ
な
ど
の
必
需
品
に
関
す
る
状
況

は
非
常
に
危
機
的
で
す
。
こ
の
憂
慮
す
べ
き

問
題
の
解
決
に
必
要
な
策
を
持
た
な
い
た
め

で
す
が
、
国
内
お
よ
び
国
際
機
関
が
、
グ
ル

ー
プ
ま
た
は
個
人
レ
ベ
ル
で
貧
し
い
人
々
を

臨
戦
体
制
で
支
援
し
て
い
る
こ
と
は
前
向
き

な
兆
候
で
す
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
ウ
ッ
タ
ラ
ー
カ
ン
ド
州

の
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
と
闘
う
た
め
に
専
用
病

院
と
医
療
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

◆
取
ら
れ
た
公
衆
衛
生
行
動	

・
州
政
府
は
、
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
か

ら
精
神
的
／
心
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
便

宜
供
与
を
始
め
た
。
困
っ
て
い
る
市
民

は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
電
話
で
き
る
。

・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
抗
す
る
た
め
、
州
政

府
は
医
師
採
用
に
迅
速
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
関
連
し
て
、
医
科
大
学
の
教
員
選
抜

が
進
行
中
。

・
州
政
府
は
、
遠
隔
相
談
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
遠
隔
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
導
入
し
た
。

新型コロナ禍の中で⑤

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
ム
ン
バ
イ
＆
タ
ー
ネ
ー
は
こ
れ
ま

で
に
、
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
イ
ン
ド
女
性
子
ど
も

財
団
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
１
年
前
の
最
初
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
で
は
、
職
を
失
っ
た
ス
ラ
ム
街
と
少

数
民
族
の
２
３
０
家
族
に
食
料
を
配
り
ま
し

た
。
警
察
と
森
林
局
の
職
員
に
は
、
マ
ス
ク

と
消
毒
剤
を
提
供
し
ま
し
た
。
３
回
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
キ
ャ
ン
プ
も
実
施
し
ま
し
た
。
社
会

的
距
離
や
適
切
な
手
洗
い
の
重
要
性
、
コ
ロ

ナ
の
症
状
や
看
護
に
つ
い
て
啓
発
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。	

ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
が
解
除
さ
れ
た
と
き
に
は
、
再
利
用
可
能

な
３
層
マ
ス
ク
１
万
枚
を
配
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
州
政
府
は
「
私
の
家
族	

私
の
責

任
」
と
い
う
標
語
を
掲
げ
て
啓
発
行
動
を
始

め
ま
し
た
。	

私
た
ち
は
こ
れ
に
積
極
的
に

関
わ
り
、
約
３
千
家
族
を
月
に
２
回
訪
問
し

ま
し
た
。
政
府
が
学
校
の
再
開
を
決
め
た
と

き
は
、
再
利
用
可
能
３
層
マ
ス
ク
、
石
鹸
、

コ
ロ
ナ
予
防
方
法
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
含
む
コ
ロ
ナ
安
全
キ
ッ
ト
５
千
個
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
第
2
波
に
対
し
て
以
下
の
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
か
ら
の
支

援
が
必
要
で
す
。

１
．
地
域
へ
の
再
利
用
可
能
な
高
品
質
マ
ス

ク
と
消
毒
剤
配
布

２
．
ス
ラ
ム
街
と
少
数
民
族
へ
の
食
料
提
供

３
．
コ
ロ
ナ
予
防
策
の
一
層
の
啓
発
活
動

４
．
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進
の
た
め
の
訪
問
調

査
と
啓
発

生
率
も
高
い
状
況
で
す
。

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
、
小
規
模
労
働
者
の
生

活
も
疲
れ
果
て
ま
し
た
。
こ
の
1
年
間
、
施

設
が
正
常
に
機
能
し
て
い
な
い
た
め
、
家
賃

や
電
気
代
の
支
払
い
、
給
与
の
受
け
取
り
な

ど
、
様
々
な
こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
携
帯
電
話
が
な
い
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
育
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
多
く
の
人
が
自
殺
し
ま
し
た
。

　

失
業
者
も
増
え
ま
し
た
。
感
染
拡
大
当

初
、
い
く
つ
か
の
社
会
団
体
の
支
援
を
受
け

５
月
８
日

プ
ラ
モ
ッ
ド
・
ソ
ラ
ッ
ト
（
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
代

表
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
で

は
、
１
６
０
の
村
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
さ
れ
、

多
く
の
人
が
職
を
失
い
、
収
入
が
あ
り
ま
せ

ん
。
食
べ
る
物
が
な
く
、
適
切
な
治
療
を
受

け
る
お
金
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
か
が
感
染
す

る
と
、
親
戚
で
さ
え
も
、
恐
れ
て
、
誰
も
彼

ら
を
支
援
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
立
病
院
で
の
治
療
費
用
は
非
常
に
高

く
、
公
立
病
院
で
は
利
用
可
能
な
ベ
ッ
ド
や

薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
は
非
常
に
高
価
で
、

救
急
車
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
小
麦

３
㎏
と
米
２
㎏
の
無
料
配
給
を
宣
言
し
ま
し

予
防
接
種
に
不
信
感

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
団
体
自
体
が
困
窮

し
て
い
る
た
め
、
家
庭
の
雰
囲
気
は
日
々
悪

化
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
家
の
家
具
や
宝
飾

品
を
売
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
も

う
売
る
も
の
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
従
事
者
と
ヤ
バ
ト
マ
ル
県
の
住
民

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
人
を
助
け
る

た
め
、
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
仮
設
の
病

院
用
ベ
ッ
ド
や
酸
素
ボ
ン
ベ
の
確
保
、
治
療

薬
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
予
防
接
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
推
進
な
ど
の
短
期
的
な
こ
と
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

た
が
不
十
分
で
す
。
農
村
や
ス
ラ
ム
の
人
々

は
、
家
族
に
少
な
く
と
も
１
カ
月
分
を
配
給

す
る
な
ど
の
方
法
で
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
か
ら
の
支

援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
生
き
残
る
た
め
に

役
立
つ
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

特
定
の
地
域
の
変
異
種
は
、
イ
ン
ド
の
他

州
と
種
類
が
異
な
り
ま
す
。
感
染
か
ら
回
復

し
た
人
が
心
停
止
を
起
こ
し
、
多
く
の
人
々

が
片
目
失
明
と
歯
茎
の
腐
敗
を
抱
え
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
菌
株
と
大
量
の
薬
の
服
用

の
た
め
に
起
こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

都
市
部
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
あ
り
ま
す

が
、
農
村
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
見
か

け
ま
せ
ん
。
政
府
は
機
能
し
て
い
ま
す
が
、

人
々
は
そ
れ
を
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

５
月
７
日

ア
ラ
ン
カ
ー
・
ワ
ル
ガ
デ
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ム
ン

バ
イ
＆
タ
ー
ネ
ー
代
表
）

　

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
は
、
最
も
感
染
者
が

多
い
州
で
す
。
そ
の
中
で
も
ム
ン
バ
イ
と
タ

ー
ネ
ー
の
あ
る
地
域
は
、
人
口
密
度
が
高
い

た
め
、
多
く
の
感
染
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
低
所
得
者
層
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
何
百
万
人
も
の
移
民

労
働
者
、
自
動
車
運
転
手
、
農
民
が
収
入
を

失
い
、
食
料
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
人
は
コ
ロ
ナ
の
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
意
識
し
て
お
ら
ず
、
予
防
策
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
広
が
り
続
け
る
に
つ
れ
、

未
来
を
こ
れ
ほ
ど
予
測
不
可
能
に
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
ム
ン
バ

イ
＆
タ
ー
ネ
ー
は
、
日
常
業
務
を
維
持
し
、

地
域
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
可

能
な
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
変
化
す

る
現
実
に
迅
速
に
適
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
今
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
地
域
か
ら
私
た
ち
が
必
要
と

　

政
府
は
予
防
接
種
を
始
め
ま
し
た
が
、
地

方
の
村
人
ら
は
、
そ
れ
が
病
気
や
副
作
用
を

引
き
起
こ
す
と
考
え
、
接
種
を
恐
れ
て
い
ま

す
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
予
防
接
種
に
つ
い
て

（
正
し
い
知
識
を
）
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
中

で
活
動
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
危
険
で

あ
り
、
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ
ん
。
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●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ア
ム
ブ
ロ
ス
・
ゴ
メ
ス
（
Ｂ
Ｄ
Ｐ
代
表
）

　

私
は
２
月
11
日
と
４
月
11
日
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
ま
し
た
。
接
種
後
、
特
に
副
反

応
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
解
が
遅
れ
る

貧
し
い
人
た
ち

変
異
型
が
猛
威

ま
た
都
市
封
鎖

●
ネ
パ
ー
ル　
５
月
1
日

パ
ダ
ム
・
シ
ュ
レ
ス
タ
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー

ル
理
事
）

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
１
月
27
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
産
の
コ
ビ

シ
ー
ル
ド
（
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
開
発
）
ワ
ク

チ
ン
と
、
中
国
シ
ノ
フ
ァ
ー
ム
製
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
を
受
け
、
医
療
従
事
者
、
公
務
員
の

次
に
老
人
、
障
が
い
者
へ
接
種
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
幸
い
私
の
家
族
は
無
事
に
接
種
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ド
型
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
急

拡
大
に
伴
い
感
染
者
数
が
急
激
に
増
え
、
4

　

ネ
パ
ー
ル
で
使
う
テ
キ
ス
ト
な
ど
の

デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
を
い
つ
も
頼
ん
で
い

る
男
性
が
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な
ら
れ
た
と

の
知
ら
せ
が
５
月
11
日
、
現
地
か
ら
入

っ
て
き
ま
し
た
。
遺
品
の
中
に
、
死
の

病
床
か
ら
娘
さ
ん
に
あ
て
た
手
紙
が
あ

り
ま
し
た
＝
写
真
。
翻
訳
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
病
院
の
医
療
体
制
が
崩
壊

し
、
患
者
の
増
加
に
追
い
つ
い
て
い
な

い
状
況
が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

　
　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　

熱
田	

典
子
）

　

娘
よ

　

私
は
今
、
少
し
の
間
も
座
る
こ
と

す
ら
で
き
な
い
。
こ
こ
に
入
院
し
て

以
来
、
着
替
え
を
す
る
こ
と
な
く
過

ご
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
を
し
た
い
と

思
っ
て
呼
ん
で
も
、
６
時
間
待
た
な

け
れ
ば
小
便
さ
え
で
き
な
い
。
看
護

師
に
何
か
頼
ん
で
も
、
気
に
さ
え
か

け
て
も
ら
え
な
い
。
君
な
ら
一
日
も

こ
の
場
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
と
い
っ

て
も
、
酸
素
ボ
ン
ベ
は
酸
素
が
来
た

り
来
な
か
っ
た
り
の
粗
悪
品
。
夜
は

さ
ら
に
混
乱
し
て
お
り
、
生
き
て
い

る
心
地
が
し
な
い
。
今
、
生
き
て
い

て
も
、
こ
こ
に
一
日
で
も
長
く
い
る

と
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
だ
。
本
当
に

つ
ら
く
厳
し
く
、
こ
こ
か
ら
何
と
し

て
も
出
し
て
ほ
し
い
。
家
に
戻
っ
た

方
が
回
復
す
る
に
違
い
な
い
。

　

他
に
何
も
求
め
な
い
、
何
と
し
て

も
、
こ
こ
か
ら
出
し
て
お
く
れ
。

　

父
よ
り

父、死の床から手紙 「
娘
よ
、家
に
戻
り
た
い
」

月
29
日
か
ら
再
び
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
再
開
し
て
い
た

定
期
航
空
便
が
再
び
止
ま
り
、
す
べ
て
の
往

来
が
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
な
る
前
、
首
都
の
カ
ト
マ
ン

ズ
で
は
コ
ロ
ナ
に
対
し
て
二
つ
の
意
見
が
存

在
し
ま
し
た
。
一
つ
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
存
在

を
否
定
し
、
危
険
性
や
死
亡
者
数
な
ど
の
情

報
を
信
じ
な
い
と
い
う
も
の
。
も
う
一
つ

は
、
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
を
理
解
し
、
政
府
の

予
防
対
策
に
従
い
、
感
染
者
は
速
や
か
に
隔

離
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
す
。

前
者
の
人
々
は
、
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
が
従

来
型
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
感
染
力
を
持

ち
、
発
症
す
る
と
重
症
に
な
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

イ
ン
ド
か
ら
の
帰
国
者
が
増
え
て
い
る
た

め
、
病
院
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
増
や
し
て
い
ま
す

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
病
床
に
余
裕
が
な
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
公
共
の
場
で
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
な
い
人
が
見
ら
れ
ま
す
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
し
か
感
染
を
防
ぐ
手
立
て
は

な
さ
そ
う
で
す
。
ま
た
暮
ら
し
が
圧
迫
さ

れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
る
人
々
が
増
え
る
の
か

と
、
気
が
気
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
は
、
40
歳
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
40

歳
未
満
で
も
医
師
や
看
護
師
、
警
察
官
、
教

師
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
に
関
す
る
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

定
期
的
に
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
総
人
口
1
億
６
７
５
６
万
人
の

70
％
に
接
種
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
４
月
22

日
ま
で
に
約
50
万
人
が
２
回
の
接
種
を
終
え

ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
は
イ
ン
ド
で
製
造
さ
れ

た
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製
で
す
。
ま
た
、
ロ
シ

ア
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
ロ
シ
ア
製
ワ
ク

チ
ン
を
製
造
す
る
許
可
を
与
え
ま
し
た
。

　

貧
し
い
人
々
も
無
料
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
ワ
ク

チ
ン
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら

は
日
々
屋
外
で
働
い
て
い
る
の
で
、
日
光
に

よ
っ
て
ウ
イ
ル
ス
が
死
滅
す
る
と
信
じ
て
い

る
か
ら
で
す
。

新型コロナ禍の中で⑤

　JAFSが呼びかけたコロナ募金は
2020年４月～21年２月の間に832件
10,624,818円が寄せられました。下
記の通り、アジア各国から日本に来
ている留学生の生活支援に当てたほ
か、海外６カ国、７提携団体を通し
て支援活動に使わせていただきまし
た。おかげさまで多くの命を救い、
多くの人々の生活を守ることができ
ました。改めて御礼申し上げます。
　アジアでは今もコロナ感染が拡大
し、これまで以上に生活困窮者が増
えています。医療現場も逼迫してい
ます。JAFSは、2021年度今も募金
に取り組んでいます。引き続き、ご
支援をお願いいたします。
日本に来ている留学生への生活費支

援　1,840,603円（49人）
インド（RUDYA）1,213,300円。米
・小麦・油などの食料／ハンドソ
ープなどの衛生用品配布（約250
世帯）／教育支援△地域医療機関
の運営支援

インド（HDSI）1,210,877円。現金
とマスクなどの衛生品・米・野菜
などの食品配布（245世帯）／休
業者への保障（120名）

バングラデシュ（BDP）260,976
円。マスク・ゴム手袋・10日分の
食料などの配布(100世帯)／スラ
ム街の子どもたちの教育支援など

ネパール（AFSネパール）1,320,000
円（一部助成金含）。感染予防キ
ット配布・感染防止啓発／洪水被
害者（325世帯）への米などの食
料・毛布や飲み水ろ過用器など
の配布／スラム街への食材配布
（600世帯）／教育支援（100名）

フィリピン（KALIPI）853,500円。　
米などの食糧・マスクなどの衛生
品配布（100世帯）

カンボジア（KAFS）331,440円	。地
域見守り・感染防止啓発支援

パキスタン（PAFS）150,000円。米
・スパイスなどの食料支援（12世
帯）／学用品配布

コロナ募金
ご協力に感謝

●
タ
イ

シ
リ
ニ
ー
・
シ
リ
フ
ォ
ン
フ
ァ
ン
（
Ｔ
Ａ

Ｆ
Ｓ
代
表
）

　

コ
ロ
ナ
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
聴
覚
障
が

い
者
向
け
動
画
を
一
緒
に
つ
く
っ
た
、
セ
サ

テ
ィ
ア
ン
ろ
う
学
校
の
パ
ナ
ダ
・
ウ
ォ
ン
チ

ャ
ン
タ
校
長
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙
で
す
。

　
　
　

×　
　
　
　

×　
　
　
　

×

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
、
最
初
の
頃
は

正
し
い
情
報
・
正
し
く
な
い
情
報
が
い
り
ま

じ
り
、
何
を
信
じ
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

状
況
で
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
で
、
耳

の
不
自
由
な
生
徒
た
ち
は
、
今
ま
で
以
上
に

新
し
い
情
報
を
得
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
錯
綜
し
た
情
報

は
混
乱
を
招
き
、
聴
覚
障
が
い
者
の
生
命
の

安
全
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

シ
リ
ニ
ー
さ
ん
に
、
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か

相
談
し
ま
し
た
。
正
し
い
情
報
を
得
る
た
め

に
、
タ
イ
の
報
道
機
関
の
虚
偽
情
報
共
有
プ

ロ
グ
ラ
ム
「Sure	Before	Share

」
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ヨ
ワ
レ
さ
ん
に

も
協
力
を
頼
み
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
各
主
題

に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
記
事
や
動
画
を
調

べ
て
く
れ
、
私
た
ち
は
一
緒
に
手
話
で
ビ
デ

オ
作
成
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
が
最
新
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
機
会

を
つ
く
り
、
自
分
を
守
る
た
め
の
正
し
い
知

識
と
新
し
い
生
活
様
式
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
助
け
、
彼
ら
が
周
囲
か
ら
多
く
の
知
識
を

得
る
機
会
を
設
け
る
た
め
で
す
。

　

私
た
ち
は
連
携
し
、
コ
ロ
ナ
か
ら
自
分
自

身
と
周
囲
の
人
々
を
安
全
に
保
つ
方
法
を
教

育
す
る
た
め
に
、
情
報
を
収
集
・
選
別
・
編

集
し
て
共
有
の
動
画
を
つ
く
り
ま
し
た
。
手

話
通
訳
者
と
一
緒
に
、
生
徒
自
身
が
動
画
の

開
発
に
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
全
て
の
聴
覚
障
害
者

に
と
っ
て
と
て
も
有
用
で
す
。
今
後
も
こ
の

よ
う
な
協
力
体
制
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
多
く

の
人
に
必
要
と
さ
れ
喜
ば
れ
る
よ
う
な
活
動

を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コロナ禍でも、いや、コロナ禍だからこそ

ろう学校の生徒と手話で情報発信
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５
月
２
日
、
ア
ジ
ア
友
の
会
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
）

の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
イ
ン
ド
側
の

重
要
な
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
Ｋ
・
Ａ

・
パ
テ
ィ
ル
さ
ん
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル

会
長
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
報
が
入
っ
て
来
た
の
は
５
月
３
日
の
午

前
２
時
頃
で
し
た
。
驚
き
ま
し
た
。
パ
テ
ィ

ル
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
と
聞
い
た
の

が
４
月
28
日
頃
で
し
た
。
一
週
間
も
経
た
ず

に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
今
、
イ
ン
ド
で
は

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
病
状
の
進
行
の
速
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

彼
は
１
９
５
２
年
生
ま
れ
。
ビ
ジ
ャ
プ
ー

ル
近
郊
の
ウ
ク
リ
村
の
出
身
で
、
家
は
代
々

村
長
（
地
域
の
支
配
者
）
を
し
て
い
た
家
系

で
す
。
こ
れ
ま
で
村
長
は
従
兄
の
Ａ
・
Ｍ
・

パ
テ
ィ
ル
さ
ん
が
継
い
で
き
て
い
ま
す
。
我

々
は
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル
を
訪
問
す
る
た
び
に
ウ

ク
リ
村
の
お
宅
に
招
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
１
９
９
１
年
に
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル

の
ク
ン
バ
ー
ル
さ
ん
の
紹
介
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
を

知
り
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
か
か

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
住
民
の
意
識
改
革
を
図
り
な
が
ら
村
の

開
発
に
力
を
入
れ
て
、
井
戸
建
設
、
下
水
道

の
建
設
、
ご
み
の
収
集
、
中
学
校
の
建
設
、

地
域
の
医
療
改
善
に
と
診
療
所
の
建
設
な
ど

に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
も
必
要

に
応
じ
て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
封
建
的
慣

習
が
色
濃
く
残
る
イ
ン
ド
の
農
村
部
で
彼
ら

村
の
有
力
者
の
こ
う
し
た
活
動
は
最
初
、
村

人
に
と
っ
て
は
信
じ
が
た
く
、
通
常
で
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
95
年
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
地

域
自
立
の
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
貧
農
救
済
の

た
め
に
農
業
信
用
組
合
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
を

設
立
し
、
貧
農
の
生
活
改
善
と
収
入
の
確
保

に
尽
力
し
た
こ
と
で
す
。
農
民
が
無
利
子
で

種
や
肥
料
、
農
具
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
お
か
げ
で
こ
の

組
織
は
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
で
も
指
折
り

の
、
地
元
に
根
差
し
た
農
業
信
用
組
合
に
発

展
し
ま
し
た
。
州
政
府
も
こ
の
事
業
に
一
目

置
く
よ
う
に
な
り
、
支
援
協
力
体
制
（
利
子

補
填
て
ん
）
を
組
む
に
至
り
ま
し
た
。

　

99
年
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
招
き
で
来
日
し
大
阪

に
数
日
間
滞
在
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー

と
も
交
流
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
、
Ｋ

・
Ａ
・
パ
テ
ィ
ル
さ
ん
は
Ａ
・
Ｍ
・
パ
テ
ィ

ル
さ
ん
に
代
わ
っ
て
頭
取
に
就
任
し
ま
し

た
。
19
年
、
ウ
ク
リ
村
の
農
業
信
用
組
合
の

本
部
を
訪
問
し
た
と
き
、
Ｋ
・
Ａ
・
パ
テ
ィ

ル
さ
ん
が
職
員
を
集
め
て
「
こ
の
銀
行
は
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
か
ら
も
ら
っ
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に

５
千
㍓
の
手
持
ち
金
と
鞄か
ば
ん一
つ
で
始
ま
っ
た

の
で
す
。
30
年
経
っ
た
今
、
お
か
げ
で
何
と

か
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
（
年
間
取
扱
額
約

３
億
ル
ピ
ー
）
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
目

ざ
す
地
域
自
立
の
運
動
の
成
果
が
一
つ
の
現

実
と
な
っ
た
例
で
す
。
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
ウ
ク
リ
村
の
人
口
は
現
在
１
万
２
千
人

で
す
。

　

彼
は
こ
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
運
動
を
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル

の
各
地
に
広
げ
る
べ
く
、
19
年
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
ビ

ジ
ャ
プ
ー
ル
を
立
ち
上
げ
、
会
長
に
就
任
し

た
ば
か
り
で
し
た
。
本
年
２
月
に
開
か
れ
た

イ
ン
ド
Ａ
Ｆ
Ｓ
全
国
大
会
（
中
部
イ
ン
ド
、

ナ
グ
プ
ー
ル
市
に
て
開
催
、
12
地
区
参
加
）

に
出
席
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
と

い
う
時
に
一
人
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
志
士
を
惜
し
く
も

失
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
パ
テ
ィ
ル
さ
ん
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

Ａ
Ｆ
Ｓ
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル
会
長 

Ｋ・Ａ・パ
テ
ィ
ル
さ
ん
の
死
を
悼
む

銀
行
つ
く
り
地
域
の
農
業
自
立
に
尽
力

JAFS事務局長
村上 公彦

AFSビジャプール会長就任式に臨んだ
パティルさん（右）＝2019年７月19日

新型コロナ禍の中で⑤新型コロナ禍の中で⑤

 

わ
が
妻
、テ
ィ
ル
ク
マ
リ
・
プ
ン
を
し
の
ぶ

一
緒
に
追
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
夢

藤井 牧人
（在ネパール）

　

ネ
パ
ー
ル
で
民
族
衣
装
の
布
を
活
用
し
た

カ
バ
ン
や
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
、
コ
ー
ス
タ

ー
な
ど
を
近
所
の
女
性
ら
と
一
緒
に
作
り
、

自
給
的
な
農
業
を
営
ん
で
い
た
テ
ィ
ル
ク
マ

リ
・
プ
ン
さ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
亡

く
な
り
ま
し
た
。
テ
ィ
ル
さ
ん
は
当
会
元
会

員
、
藤
井
牧
人
さ
ん
と
11
年
前
に
結
婚
。
そ

の
作
品
の
一
部
は
、
大
阪
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務

局
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
し
て
い
ま
す
。
テ
ィ

ル
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
藤
井
さ
ん
か
ら
届
い
た
お
手
紙
を
、
要

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。♢

	　

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
の
コ
ロ
ナ
感
染
者

は
今
年
、
い
っ
た
ん
減
り
ま
し
た
が
、
４
月

か
ら
再
び
急
増
。
僕
の
妻
、
テ
ィ
ル
ク
マ
リ

・
プ
ン
も
、
同
月
末
に
感
染
が
確
認
さ
れ
、

わ
ず
か
８
日
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
52
歳

で
し
た
。

　

５
月
７
日
。
隔
離
室
で
チ
ュ
ー
ブ
や
機
材

を
つ
な
が
れ
た
妻
の
口
を
僕
は
、
水
を
ス
プ

ー
ン
で
す
く
っ
て
湿
ら
せ
ま
し
た
。
何
度
か

続
け
る
と
「
も
う
い
い
」
と
手
を
振
り
、

満
足
そ
う
な
か
わ
い
い
顔
を
浮
か
べ
ま
し

た
。
で
も
10
秒
し
た
ら
、
ま
た
「
水
が
ほ
し

い
」
。
そ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

看
護
師
が
私
に
外
に
出
る
よ
う
指
示
し
ま

し
た
。
３
時
半
頃
。
再
び
入
室
す
る
と
、
歯

を
食
い
し
ば
る
よ
う
な
苦
し
い
顔
で
、
す
で

に
妻
の
呼
吸
は
止
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
隣
の
ベ
ッ
ド
の
お

ば
ち
ゃ
ん
が
「
水
、
水
、
水

っ
て
言
っ
て
い
た
け
ど
、
誰

も
気
付
い
て
く
れ
な
か
っ

た
」
。
妻
の
目
を
閉
じ
て
も

ら
い
、
よ
う
や
く
、
こ
の
10

日
間
で
一
番
心
地
良
さ
そ
う

な
表
情
に
な
り
ま
し
た
。
最

期
く
ら
い
ず
っ
と
手
を
握
っ

て
い
た
か
っ
た
で
す
。
「
早

く
早
く
、
死
に
そ
う
」
と
あ

が
い
て
い
た
姿
が
思
い
浮
か

び
、
僕
は
今
も
苦
し
い
。

　

住
ま
い
か
ら
20
㎞
ほ
ど
離

れ
た
隔
離
病
棟
で
し
た
。
当

初
、
ベ
ッ
ド
不
足
と
回
復
傾
向
に
あ
る
か
ら

と
、
地
元
病
院
で
は
入
院
を
拒
否
さ
れ
た
の

で
す
が
、
人
づ
て
で
入
院
し
ま
し
た
。

　

軍
キ
ャ
ン
プ
の
指
定
場
所
で
氏
族
集
団
の

代
表
２
人
と
私
だ
け
が
見
守
り
、
火
葬
し
ま

し
た
。
み
ん
な
に
愛
さ
れ
た
妻
ら
し
く
な
い

最
期
で
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
２
０
０
４
年
に
ア
ジ
ア
学
院

（
栃
木
県
の
農
村
指
導
者
養
成
校
）
で
出
会

い
ま
し
た
。
「
ネ
パ
ー
ル
で
農
民
と
し
て

暮
ら
し
た
い
」
と
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
南
西

１
８
０
㎞
ほ
ど
の
、
イ
ン
ド
と
の
国
境
に
近

い
カ
ワ
ソ
テ
ィ
に
移
住
し
ま
し
た
。
野
菜
と

稲
を
作
り
、
在
来
豚
、
ウ
サ
ギ
な
ど
を
飼
う

複
合
農
業
を
営
ん
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

妻
は
農
閑
期
に
は
、
民
族
衣
装
の
布
を
使

っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
カ
バ
ン
な
ど
を
作
っ
て

販
売
し
、
生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
数
年

前
か
ら
近
所
の
女
性
た
ち
が
加
わ
り
、
製
作

品
を
増
や
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
す
が
、
近

所
の
女
性
ら
が
収
入
を
得
る
こ
と
で
、
小
さ

な
喜
び
と
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
仲
間

の
女
性
た
ち
は
、
突
然
の
こ
と
に
驚
き
、
別

れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
だ
け

で
妻
を
含
め
て
3
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
は
、
10
歳
と
５
歳
の
２
人
の
女
の

子
を
里
子
と
し
て
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
10

歳
の
子
は
10
人
家
族
、
５
歳
の
子
は
山
岳
部

の
６
人
家
族
で
す
。
で
も
、
単
に
貧
し
い
か

ら
里
子
に
出
す
だ
け
で
は
な
い
、
と
僕
は
考

え
て
い
ま
す
。
「
親
が
な
く
と
も
子
が
育

つ
」
と
い
う
、
ネ
パ
ー
ル
な
ら
で
は
の
地
域

社
会
も
あ
る
の
で
す
。
実
は
妻
は
、
こ
の
５

歳
の
里
子
を
迎
え
に
行
っ
た
直
後
に
具
合
が

悪
く
な
り
ま
し
た
。
10
人
く
ら
い
子
ど
も
を

育
て
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と

が
僕
た
ち
夫
婦
の
夢
で
し
た
。

民
族
衣
装
の
布
で
つ
く
っ

た
作
品
を
点
検
す
る
テ
ィ

ル
ク
マ
リ
・
プ
ン
さ
ん
＝

２
０
１
９
年
４
月
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み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

井
戸
が
で
き
た
村

　

安
全
で
衛
生
的
な
水
を
確
保
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の

地
域
に
井
戸
が
で
き
て
生
活
基
盤
が
整
い
、
自
立
へ

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

なくそう貧困。命の水を！

■井戸１基の建設に必要な費用■（2018年4月現在）
インド＝60万円 　　フィリピン＝33万円 
カンボジア＝28万円 　　スリランカ＝22万円 
ネパール＝17万円（パイプライン＝25 ～ 150万円）
バングラデシュ＝浅井戸22万円、深井戸55万円
※５年間のメンテナンス費、現地管理費を含む概算です。※現地資材費高騰により費

用を１割増に変更させていただきます。ご理解ご協力をお願いいたします。

■お振込み先■ ・郵便振替	00960-6-10835		アジア協会アジア友の会

・三菱UFJ銀行大阪中央支店	普通1968711	公益社団法人アジア協会アジア友の会

　井戸の寄贈にご協力ください。あなたの力がアジアの人々の
命を助けます。ご寄贈者に完成報告書、写真、パネル写真を届
け､ 現地の井戸に、ご寄贈者のネームプレートを設置します。

詳
し
く
は
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

☎
０
６
︱
６
４
４
４
︱
０
５
８
７　

へ

ご寄付には
税の優遇措置が
受けられます

　

ス
リ
ラ
ン
カ

井戸ができた村

　

フ
ィ
リ
ピ
ン

【寄贈者】釜下 金郎 様

　今まで村には、深さ18ｍの古い井戸
がありましたが、そこまでの道路がな
いため車やバイクで行くことができま
せん。毎日泥だらけの道を１時間半か
けて歩き、約２ℓの水をくむために何
往復もしなければなりませんでした。
このたび井戸を寄贈いただき、もう長
い距離を歩かなくても安全な水を得る
ことができるようになりました。贈っ
ていただいた井戸は、集落の誰もが使
える井戸として、近隣の農民を中心に
約80名が毎日使わせていただいていま
す。

ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
カ
ビ
ア
オ
町
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
村
イ
バ
ヤ
集
落

受
益
者
:
80
名

井
戸
の
形
式
:
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
約
33
ｍ
）

【寄贈者】大阪府立天王寺高等学校 FAN 様 植林の大切さも話し合う
　井戸ができた村は、深刻な乾燥地域
である上に、昨今の気候変動で干ばつ
が頻発しています。村人たちは生活用
水を得るのがとても難しい状況に置か
れていました。今までは生活のために
森の木々が伐採され、それが地域の乾
燥を進め、水を得ることをさらに難し
くしていました。井戸ができたこと
で、水の大切さとともに植林の重要性
についても村人と話し合いました。小
学校などを中心に環境保全のための植
林を開始。環境への意識も高まってき
ています。

東
部
州
ア
ン
パ
ー
ラ
県
ダ
マ
ナ
郡
モ
ラ
ガ
ハ
パ
ラ
マ
村

受
益
者
:
２
８
７
人
（
25
世
帯
）

井
戸
の
形
式
:
露
天
式
（
深
さ
約
６
ｍ
）

干ばつのときでも安全な水 【寄贈者】ファンシープランニング 様

　この村は、乾燥地域に位置していま
す。さらに昨今の気候変動によって干
ばつが頻繁に起こります。村の人たち
は生活用水を得るために、とても困難
な状況に置かれていました。井戸がで
きたことで村人たちは「干ばつのとき
でも安全な水が飲めるという『安心』
を得ることができました。子どもたち
やお年寄りも、水が原因の病気に悩ま
されることがなくなり、健康でいられ
ることを、とても喜んでいます。大切
に使わせていただきます」と感謝して
います。

村人が協力して道も整備 【寄贈者】スリランカサルボダヤ友の会 様

　以前に村にあった井戸は壊れてしま
い、十分な水を得ることができないで
いました。また、その水も安全とは言
えませんでした。しかし、村の力だけ
では新しい井戸を作ることができませ
んでした。この度ご支援いただいたこ
とにより、干ばつ時にも心配せずに水
を得られる井戸が完成しました。皆が
安全に使えるよう、井戸は頑丈な作り
になっています。とても喜んでいま
す。井戸を作るときには、多くの村人
が協力して井戸周辺の道の整備なども
行いました。

東
部
州
ア
ン
パ
ー
ラ
県
パ
デ
ィ
ヤ
サ
ラ
ワ
郡
タ
ラ
ピ
タ
オ

ヤ
西
村　
　

受
益
者
:
１
５
６
人
（
30
世
帯
）

井
戸
の
形
式
:
露
天
式
（
深
さ
約
６
m
）

東部州アンパーラ県ウハナ郡ワダカンプラ村
受益者：126人（22世帯）　　井戸の形式：露天式（深さ約６ｍ）

【寄贈者】富永 信明 様 農業にも役立ち生活が向上
　この地域は乾燥地帯で、水が十分得
られません。農業が主な産業ですが、
水が十分でないため、収入につながる
ような規模では行えません。人々は経
済的に厳しい生活を送っていました。
そこで本会の現地提携団体が村で調査
をし、村の人たちとも相談の上、現在
の場所に井戸を設置することになりま
した。それほど深くない位置で良い水
脈から水を得ることができ、村の中で
安全な水がくめるようになりました。
農業にも役立ち、生活の向上が期待で
きます。

東
部
州
ア
ン
パ
ー
ラ
県
ア
ン
パ
ー
ラ
郡
ナ
マ
ロ
ヤ
村

受
益
者
:
1
4
5
人
（
25
世
帯
）

井
戸
の
形
式
:
露
天
式
（
深
さ
約
6
ｍ
）

誰
も
が
使
え
る
井
戸
が
村
に

　

ス
リ
ラ
ン
カ
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地
元
の
協
力
を
確
認
し
て
着
工

　

写
真
①
は
、
村
の
山
頂
に
11
世
紀
に
建
て

ら
れ
た
プ
ノ
ン
チ
ソ
ー
と
い
う
ヒ
ン
ズ
ー
教

寺
院
か
ら
見
た
景
色
で
す
。
乾
い
た
茶
色
い

大
地
が
、
地
平
線
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

村
人
た
ち
は
、
寺
の
た
め
池
な
ど
を
生
活

用
水
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
＝
同
②
。
遠

い
水
場
ま
で
歩
く
毎
日
の
水
く
み
に
、
多
く

の
時
間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
女
性

や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
変
な
重
労
働
で

し
た
。
そ
の
水
は
不
衛
生
で
飲
料
に
適
し
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
が
、
下
痢
、
腸
チ
フ
ス
、

肝
炎
な
ど
、
水
が
原
因
で
か
か
る
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

「
安
全
な
水
を
身
近
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
井
戸
を
建
設
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

　

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
現
地
提
携
団
体
Ｋ
Ａ
Ｆ
Ｓ

（
ク
メ
ー
ル
ア
ジ
ア
友
の
会
）
に
村
か
ら
要

請
が
届
き
ま
し
た
。
小
規
模
な
農
業
や
日
雇

い
仕
事
で
生
活
し
て
い
る
村
人
だ
け
で
井
戸

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
て
、
皆
さ
ま
が
ア
ジ
ア
各
国
の
村
々
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た

井
戸
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
上
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
ケ
オ
州
ト
レ

ア
ン
郡
の
村
に
井
戸
建
設
が
実
現
し
た
と
き
の
経
過
を
基
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

◀◀図説　村に井戸ができるまで
　

そ
し
て
、
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

井
戸
を
掘
り
や
す
く
、
村
人
が
使
い
や
す

い
建
設
候
補
地
を
、
相
談
し
て
選
び
ま
し

多
く
の
人
が
手
掘
り
し
仕
上
げ

を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
Ｋ
Ａ
Ｆ

Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
が
村
を
訪
れ
て
状
況
を
確
認

し
、
村
人
と
と
も
に
、
井
戸
建
設
に
向
け
た

具
体
的
な
計
画
を
練
り
ま
し
た
＝
同
③
。

　

現
地
だ
け
で
は
建
設
資
金
の
捻
出
が
難
し

く
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
に
も
支
援
要
請
が
届
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
日
本
国
内
で
井
戸
寄
贈
を

申
し
出
て
く
れ
る
方
を
募
り
、
そ
の
寄
付
で

建
設
で
き
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　

建
設
に
は
も
ち
ろ
ん
、
村
の
人
た
ち
の
積

極
的
な
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
井

戸
を
多
く
の
人
が
末
長
く
安
心
し
て
使
え
る

た
め
に
は
、
完
成
後
も
清
潔
に
管
理
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
村
に
組
合
を
つ
く
り
、
建

設
の
た
め
の
労
働
力
と
、
井
戸
を
設
置
す
る

土
地
、
砂
な
ど
一
部
の
材
料
を
提
供
す
る
こ

と
と
、
維
持
管
理
の
た
め
の
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
も
ら
い
、
調
印
式
を
し

て
書
面
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
＝
同
④
。

た
。
専
門
業
者
が
掘
削
機
で
地
下
15
～
40
ｍ

ま
で
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
パ
イ
プ
を
通
し
、
水

を
く
み
上
げ
ま
し
た
＝
同
⑤
。

　

水
は
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
水
質
検
査
機

関
に
持
ち
込
み
、
水
質
を
確
認
し
ま
し
た
。

飲
料
に
適
す
る
と
の
承
認
が
得
ら
れ
た
場
所

を
、
井
戸
の
建
設
地
と
決
め
ま
し
た
。

　

も
し
良
い
水
脈
に
あ
た
ら
な
か
っ
た
場

合
、
ま
た
水
質
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
次

の
候
補
地
で
再
度
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
出
て
、
パ
イ
プ
を
中
心
に
直

径
１
ｍ
、
深
さ
７
ｍ
の
穴
を
手
作
業
で
掘
り

＝
同
⑥
＝
、
セ
メ
ン
ト
リ
ン
グ
を
設
置
し
ま

し
た
。
リ
ン
グ
と
リ
ン
グ
の
間
は
セ
メ
ン
ト

で
固
め
＝
同
⑦
、
地
上
約
１
ｍ
ま
で
積
み
上

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
パ
イ
プ
を
カ
ッ
ト
し
、

井
戸
の
中
に
水
を
貯
め
ま
し
た
。

　

地
上
の
井
戸
の
周
辺
に
は
、
水
を
使
い
や

す
い
よ
う
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
建
設
し

ま
し
た
。
石
を
並
べ
固
め
て
土
台
を
つ
く

り
、
鉄
筋
で
固
定
し
た
後
、
セ
メ
ン
ト
を
流

し
込
み
ま
し
た
＝
同
⑧
。

　

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
は
、
寄
贈
者
の
お
名

前
や
完
成
年
な
ど
記
載
し
ま
し
た
＝
同
⑨
。

　

な
お
井
戸
は
地
下
水
位
の
下
が
る
乾
季
に

掘
る
こ
と
が
多
く
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
か

ら
完
成
ま
で
に
半
年
～
１
年
か
か
り
ま
す
。

①

②③

④

⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨
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2020年の活動報告 みなさまのお力で
◀ 達成できました

さらに各国から ▶

要請が来ています    

　2020年度は年間を通して国内外ともコロナ禍に見舞わ
れましたが、皆さまのお力により、生活困窮度をいっそ
う増すアジア各国や国内留学生への支援を最優先で実施
できました。アジアでの従来の支援活動は、現地情勢に

応じ必要不可欠なものは実施、それ以外は中止・延期と
しました。2021年度もコロナ収束が見通せない中、各国
から様々な支援要請が来ています。アジアの人々と連携
し、貧しい人々の経済的自立に向け取り組み続けます。

2021年の支援事業

　

２
０
２
０
年
度
の
小
規
模
産
業
育
成
・
職

貧
困
対
策 

事
業

農
業
人
材
育
成
や
障
が
い
者
支
援

業
訓
練
事
業
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

　

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ

テ
ィ
県
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
養
鶏
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
、
農
村
世
帯
の
所

得
向
上
を
目
指
し
た

小
規
模
零
細
事
業
へ

の
資
金
提
供
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
シ

ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー

ク
郡
の
地
震
被
災
地

の
継
続
的
な
農
業
振

興
活
動
に
向
け
て
、

人
材
育
成
を
行
う
た

め
に
、
村
の
若
者
に

対
し
て
農
業
専
門
高

等
学
校
へ
の
奨
学
生

支
援
を
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア

ン
テ
ィ
ー
ケ
州
パ
ン

ダ
ン
町
の
障
が
い
者

に
対
し
、
通
院
や
福

祉
機
器
運
搬
の
協

力
、
ま
た
コ
ロ
ナ
下

で
の
困
窮
に
対
し
救

援
物
資
配
布
を
し
ま
し
た
。
ま
た
障
が
い
児

童
の
卒
業
後
の
自
立
を
目
指
し
、
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
エ
コ
ブ
リ
ッ
ク
製
造
機
材
を
支
援

し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ソ
ル
ソ
ゴ
ン
州
で
は
農
漁

村
の
所
得
向
上
を
目
指
し
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

植
林
地
の
整
備
に
よ
り
森
づ
く
り
を
継
続
し

ま
し
た
。
農
村
地
域
で
は
、
若
い
世
代
の
生

計
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
標
に
、
有
機
肥
料

な
ど
の
研
修
を
し
ま
し
た
。

 

保
健
衛
生
と
医
療
を
支
援

　

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ム
ス
カ
村

の
病
院
運
営
を
支
援
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
地
域
医
療
と
感
染
防
止
啓
発
を
実
施
し
ま

し
た
。
週
１
回
の
医
者
に
よ
る
診
察
と
、
看

護
師
常
駐
の
体
制
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク

郡
、
カ
ト
マ
ン
ズ
郡
、
ノ
ー
ル
パ
ラ
シ
ィ
郡

の
農
村
女
性
を
対
象
に
、
健
康
維
持
の
た
め

の
講
習
、
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
布
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
実
施
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
現
地
で
ナ
プ
キ

ン
を
製
作
す
る
た
め
に
、
ミ
シ
ン
の
み
支
援

し
ま
し
た
。

提
携
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運
営
助
成

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
現
地
提
携
団
体
の
運
営
と
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
強
化
の
た
め
に
、
Ｒ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
Ａ

と
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
（
イ
ン
ド
）
、
Ｋ
Ａ
Ｆ
Ｓ
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
）
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ａ
（
ス

リ
ラ
ン
カ
）
に
運
営
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
州
パ
ン
ダ
ン
町
で
、
コ

ロ
ナ
下
で
困
窮
す
る
障
が
い
者
に
救
援
物
資
を
配
布

活動報告・事業計画

環
境  

事
業

植
林
や
環
境
教
育
で
未
来
づ
く
り

　

２
０
２
０
年
度
は
ア
ジ
ア
５
カ
国
（
イ
ン

ド
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ
パ
ー

ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
農
村
地
域
32
カ
所

に
、
飲
料
水
の
井
戸
お
よ
び
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

計
37
基
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
方
へ
の
水
く
み
を
強
い
ら
れ
て
い
た
人
々

の
生
活
を
改
善
で
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
の
衛
生
環
境
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
建
設
の

中
断
が
多
発
し
、
計
画
通
り
に
完
成
で
き
な

か
っ
た
井
戸
も
あ
り
ま
し
た
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と

井
戸
37
基
を
完
成

水  

事
業

ネ
パ
ー
ル
で
、
環
境
整
備
の
た
め
学
校
に
植
林

す
る
小
学
生
た
ち

２
０
２
０
年
度
夏
季
募
金
に
よ
り
イ
ン
ド
・
マ
ハ

ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
に
完
成
し
た
井
戸

　

１
９
８
６
年
に
発
足
し
た
グ
リ
ー
ン
ス
カ

ウ
ト
運
動
（
環
境
保
全
市
民
運
動
）
は
、
現

地
提
携
団
体
を
中
心
に
、
地
球
環
境
保
全
に

関
す
る
様
々
な
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
で
、
グ
リ

ー
ン
ス
カ
ウ
ト
運

動
の
継
続
に
必
要

な
支
援
を
し
ま
し

た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で

は
、
各
地
で
の
グ

リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト

運
動
と
、
小
学
生

の
環
境
セ
ミ
ナ
ー

が
コ
ロ
ナ
に
よ
り

実
施
で
き
ず
、
３

校
の
児
童
に
環
境

啓
発
教
本
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
水
源
涵
養
林

や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
植
林
、
校
内
の

農
園
実
習
を
予
定

し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
規
模
を
縮
小
し
て
行
い
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

　

ネ
パ
ー
ル
で
は
森
林
破
壊
の
歯
止
め
と
薪

の
代
替
燃
料
確
保
の
た
め
、
牛
糞
発
酵
バ
イ

オ
ガ
ス
の
普
及
を
促
し
ま
し
た
。
シ
ン
ド
ゥ

パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
の
30
世
帯
に
各
１
基
の
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
新
た
に
設
置
し
、
薪

の
年
間
使
用
量
を
84
ト
ン
削
減
で
き
、
二
酸

化
炭
素
排
出
を
年
間
１
５
０
ト
ン
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
（
一
部
、
り
そ
な
ア

ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団
助
成
）
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
北
ス
ラ
べ
シ
州
タ
リ
セ
島

で
予
定
し
て
い
た
果
樹
の
植
林
は
、
コ
ロ
ナ

の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。
ま
た
ア
チ
ェ
州
で

は
、
防
潮
林
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
と
、
小

・
中
学
校
で
の
環
境
教
育
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
し
ま
し
た

（
公
益
信
託
地
球
環
境
基
金
助
成
）
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
森
を
守
り
憩
い
の
場
を
創
る

た
め
、
１
村
に
１
８
３
本
、
３
校
に
１
５
０

本
を
植
林
し
ま
し
た
（
緑
の
募
金
助
成
）
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
４
県
４
校
で
、
学
校

周
辺
に
２
０
２
８
本
を
植
林
し
ま
し
た
（
連

合
愛
の
カ
ン
パ
中
央
助
成
）
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ケ
州
パ
ン
ダ

ン
町
で
、
水
源
の
森
保
全
の
た
め
の
苗
木
づ

く
り
を
し
ま
し
た
。
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
で

は
、
洪
水
か
ら
土
壌
を
守
る
た
め
に
植
林
し

て
い
た
竹
林
の
維
持
管
理
を
し
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ
ト
運
動

セ
ミ
ナ
ー
や
水
源
林
植
林
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2021年度　環境  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

スリランカ SARVODAYA 全域 伐採による森林減少と乾燥地域拡大に対し、森林保全・再生の
ための植林・環境保全教育【30万】

ネパール AFS-Nepal ルンビニ県、バグ
マティ県

森林伐採が進む中、コーヒー植林のための苗木づくり、圃場整
備のための高木植林活動、および森林保全整備を支援【350万】
燃料を薪に頼り森林破壊が深刻なため、家畜牛の糞を発酵し、
生活燃料にするためのバイオガスプラント設置を支援【70万】

ルンビニ県、ナラ
ヤ ニ 県、バ グ マ
ティ県

小学生への環境セミナー、ごみ対策など地域環境保全活動の
推進を支援【50万】

バングラデシュ BDP ボリシャル県 支援学校内に、環境保全と生活のために植樹し、環境と生活に
関する知識向上を図る【47万】

フィリピン AFS-Philippine 全域 焼畑や伐採で水源林が破壊され、土砂崩れも招いているため、
水源林や、川の土手を保持する竹林を、植林再生【50万】

インドネシア AFS-Aceh スマトラ島 津波被災地バンダアチェでマングローブを湾岸部に形成して
防潮・防災し、また住民と庭園都市形成を目指す【79万】

2021年度　水  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容  【必要資金(円)】

インド
AFS-Lonara／ RUDYA／
HDSI ／ BSVIA

マハラシュトラ州、カルナータカ
州 井戸建設【1基60万×9基】

カンボジア KAFS タケオ州、コンポントム州 井戸建設【1基28万×15基】
スリランカ SARVODAYA 全域 井戸建設【1基22万×10基】

ネパール AFS-Nepal バグマティ県、ルンビニ県 井戸・パイプライン建設【井戸1基17万×5基・
パイプライン1設備30万×20設備】

バングラデシュ BDP ボリシャル県、ジャマルプール県 井戸建設【1基55万×5基】

フィリピン KALIPI／ AFS-Sorsogon 全域／ソルソゴン州マトノッグ町 井戸・パイプライン建設【1基33万×12基】

2021年度　貧困対策  事業計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

インド
HDSI マハラシュトラ州 村の女性の雇用促進を目ざした縫製職業訓練【120万】

RUDYA マハラシュトラ州 ムスカ村唯一の診療所において、住民のために医療基盤体制を強
化し、運営を継続するための支援をする【108万】

ネパール AFS-Nepal
バグマティ県 山間農村の保健衛生向上、産婦人科充実の支援と、性に関する女性

の意識向上や布ナプキン普及による女性の保健状況改善【20万】
ルンビニ県、バグ
マティ県

農家の自立促進・農業発展のための（女性）農業組合の設立、農業の
担い手育成のための農業専修高校・農業大学への奨学支援【30万】

カンボジア KAFS タケオ州 農村の所得向上・貧困緩和のため、小規模零細事業の支援【24万】

フィリピン
AFS-Pandan アンティーケ州 障がい児童が勉強して将来自立できるよう、パンダン障がい者協

会を通して通学や職業訓練などを支援【50万】

AFS-Sorsogon ソルソゴン州 農漁業で生計を立てる貧困層の人々のために、漁場となるマング
ローブの植林や有機農業の推進を行う【50万】

活動報告・事業計画活動報告・事業計画

５カ国の里子423人に教育支援

▲
コ
ロ
ナ
下
の
休
校
中
、
村
で

訪
問
授
業
を
す
る
イ
ン
ド
・
パ

ダ
ト
ラ
小
学
校
の
先
生
と
生
徒

　

ア
ジ
ア
里
親
の
会
（
教
育
里
親
制
度
）
に

よ
り
、
ア
ジ
ア
５
カ
国
（
イ
ン
ド
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
の
生
徒
４
２
３
名
に
対
し
て
教

育
資
金
を
支
援
し
ま
し
た
。　

子
ど
も  

事
業

元
気
そ
う
な
様
子
の

ネ
パ
ー
ル
の
教
育
里

子
た
ち

学
校
の
運
営
・
設
備
支
援

　

イ
ン
ド
・
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ビ
ジ
ャ
ヤ
プ

ー
ラ
県
お
よ
び
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ

ロ
リ
県
に
お
い
て
、
日
印
友
好
学
園
コ
ス
モ

ニ
ケ
タ
ン
お
よ
び
パ
ダ
ト
ラ
小
学
校
の
運

営
、
お
よ
び
教
材
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
で
予
定
し
て
い
た
校
舎
１
棟
の

建
設
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
期
し
ま
し
た
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
学
校
の
ト
イ
レ
再
建

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り

延
期
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
支
援

　

イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
デ
ィ
ン
デ

ィ
ガ
ル
県
と
ナ
マ
カ
ル
県
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
て

中
止
、
う
ち
イ
オ
ン
労
働
組
合
連
合
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
に
向
け
て
カ
ン
ボ
ジ

ア
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
視
察
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
１
回

行
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
感
染
し
た
児
童
と
家
族
２
世
帯
を

支
援
し
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
栄
養
指
導

　

ネ
パ
ー
ル
・
タ
ラ
イ
平
野
の
低
所
得
地
域

の
小
学
生
約
２
１
０
名
に
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

解
除
期
間
に
給
食
支
援
を
し
、
子
ど
も
た
ち

の
栄
養
状
況
を
改
善
で
き
ま
し
た
。
学
校
で

の
栄
養
指
導
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
実
施
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
栄
養
士
育
成
の
対
象
者
２
名

を
人
選
し
ま
し
た
。

ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち

　

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ナ
グ
プ
ー

ル
県
の
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
に
、
文
具･

教
材
の
配
布
と
教
育
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
市
内
の
ス
ト
リ
ー

ト
や
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
、
経
済
的
に
厳
し
い

状
況
に
お
か
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
教
育
を
受

け
自
立
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
就
学
支

援
を
し
ま
し
た
。
ま
た
生
活
習
慣
・
衛
生
環

境
改
善
な
ど
の
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。

◀
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2021年度　子ども  事業計画 
国 提携団体 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

インド
SSH タミルナードゥ州 HIV/AIDSの影響下にいる家族の生活向上支援【21万】

AFS-Nagpur マハラシュトラ州 スラム街の教育センター（チャイルドアカデミー）の子どもの就学
支援、給食・教材支援【20万】

ネパール AFS-Nepal
バグマティ県 地震後の安全基準に則った校舎再建の支援、新教育指針に沿うPCな

ど学校整備支援【250万】
ルンビニ県、バグ
マティ県

学校給食運営の一部補てんと栄養教育による、子どもたちの健全育
成。ネパール人による栄養指導を可能とする人材育成【150万】

バングラデ
シュ BDP ボリシャル県、ネ

トロコナ県
小学校21校のトイレが老朽化し不衛生なため、感染症を予防すべく
トイレを再建【100万】

ラオス LPRYU ポンサーリー県 教育スポーツ省管轄下の中学校の学生寮が老朽化。生徒たちが安心
安全に生活や学習できるよう寮を再建整備【500万】

フィリピン ASI マニラ市 路上生活から強制退去となり、新たな地で暮らし始めた家族に対し、
子どもと保護者の教育、栄養改善、職業訓練、収入確保を支援【28万】

2021年度　 子ども  事業   アジア里親の会  計画
国 提携団体 実施地域 内容・意義【新規要支援里子数】

インド

RUDYA マハラシュトラ州 少数民族の子が通う日印友好学園パダトラ小学校の教職員給
与など運営支援。書籍・設備拡充を支援【45人】

BSVIA カルナータカ州 貧農の子どもに教育機会を与える日印友好学園コスモニケタ
ンの運営支援と学習環境の整備【10人】

SSH タミルナードゥ州 貧困層およびHIV/AID感染の家庭の子どもが就学できるよう、
制服・教科書代、学校運営費などに充てる【7人】

AFS-Nagpur マハラシュトラ州 スラム街の子どもの就学継続のための啓発活動と、給食や学用
品の支援【10人】

カンボジア KAFS タケオ州、コンポン
チュナン州

農村の子どもが1人でも多く学校に通えるよう、教科書・学用品
および課外活動や学校運営の支援【10人】

ネパール AFS-Nepal 第三州、第四州 農村貧困層の子どもが1人でも多く学校に通えるよう、就学費
や学校運営費などを支援【10人】

バングラデシュ BDP ガジプール県、ジャ
マルプール県

1人でも多くの子どもが学校に通えるよう、学校運営費と就学
費を支援【20人】

フィリピン ASI カビテ州、マニラ市 路上から新たな地に移住した子どもの教育支援と、家族への教
育・栄養改善・職業訓練・収入確保を支援【3人】

活動報告・事業計画

2021年度　罹災者支援  事業計画
国 プロジェクト 実施地域 内容・意義【必要資金(円)】

ネパール ネパール中部地
震災害復興支援

シンドゥパル
チョーク郡

2015年の地震被災地の復興と地域作りのため、外務省「日本NGO連
携無償資金協力」の資金供与を受け「安定的な農業地域を目指した
水インフラ設置と農業生産向上の基盤作り」事業を実施【4800万】

アジア各国 
・日本

新型コロナウイ
ルス感染症対策
支援

アジア各国
・日本

ロックダウンなどにより困窮の進むアジアの貧困層に対する生
活・保健衛生の支援と医療補助。日本国内の留学生など在留アジア
人の生活支援【1期300万、2期以降は状況に応ず】

フィリピン 台風ユリシーズ
被災者支援 リサール州 2020年11月の台風ユリシーズの被害に加え、コロナ禍により生活

を営むすべを失った被災者の生活復興支援【100万】

日本 東日本大震災復
興支援 宮城県

災害記憶の風化を防ぎ復興支援をしてきた区切りとしての評価。
特に名取市にて新居住地の環境づくりのために実施してきた植林
活動とスタディツアーの成果確認【20万】

活動報告・事業計画

　

２
０
１
５
年
の
ネ
パ
ー
ル
中
部
地
震
被
災

地
か
ら
の
復
興
と
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡

に
お
い
て
、
外
務
省
「
令
和
１
年
度
日
本
Ｎ

Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協
力
（
Ｎ
連
）
」
か
ら

資
金
供
与
を
受
け
、
揚
水
シ
ス
テ
ム
設
置
と

農
業
基
盤
づ
く
り
を
行
う
大
規
模
な
復
興
支

援
事
業
の
２
年
目
事
業
を
実
施
し
、
昨
年
完

成
し
た
揚
水
シ
ス
テ
ム
の
本
線
か
ら
東
側
の

５
２
５
世
帯
に
配
水
す
る
た
め
の
給
水
用
貯

水
タ
ン
ク
５
基
、
農
業
用
貯
水
槽
６
基
お
よ

び
パ
イ
プ
敷
設
を
完
成
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
「
令
和
２
年
度
Ｎ
連
」
か
ら
資
金
供
与
を

受
け
て
３
年
目
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

罹災者支援 事業

震災・台風被災の復興支援

フィリピン台風ユリシーズ被災者への支援物資の配布準備
をする現地ボランティア

ク
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
と
共
に
被
災

地
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
支
援
と
し
て
、
ア
ジ
ア
５
カ
国
７

団
体
と
連
携
し
て
各
地
域
で
食
料
や
衛
生
用

品
の
配
布
、
感
染
防
止
啓
発
活
動
を
し
ま
し

た
。
ま
た
国
内
留
学
生
49
名
に
対
し
て
生
活

費
の
一
部
を
支
援
し
ま
し
た
。　

　

九
州
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
支
援
の
要
請
を

熊
本
県
益
城
町
か
ら
受
け
、
復
旧
作
業
に
必

要
な
長
靴
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
11
月
に
コ
ロ
ナ
禍
中

の
マ
ニ
ラ
周
辺
を
襲
っ
た
台
風
ユ
リ
シ
ー
ズ

に
よ
る
被
災
者
に
対
し
、
支
援
物
資
を
配
布

し
ま
し
た
。

　

「
放
置
自
転
車
を
再
生
し
、
世
界
の
子
ど

も
た
ち
に
贈
ろ
う
！
」
を
合
言
葉
に
、
大
阪

府
内
の
放
置
自
転
車
を
修
理
・
再
生
し
、
海

外
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
っ
て
き
ま
し
た
（
競

輪
の
補
助
事
業
）
。
海
外
で
遠
く
の
学
校
に

通
う
子
ど
も
に
自
転
車
を
贈
る
こ
と
で
、
教

育
環
境
向
上
に
も
寄
与
し
、
国
際
交
流
の
絆

が
深
ま
り
ま
す
。
放
置
自
転
車
の
リ
ユ
ー
ス

に
よ
り
大
阪
府
内
の
環
境
負
荷
が
軽
減
さ

れ
、
資
源
循
環
型
社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
は
堺
市
、
泉
佐
野
市
、
大

阪
市
、
泉
大
津
市
、
高
石
市
、
東
大
阪
市

の
協
力
に
よ
り
自
転
車
５
２
０
台
の
提
供

を
受
け
、
全
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
贈
り
ま
し

た
。
05
年
の
事
業
開
始
以
来
の
寄
贈
数
は
ア

ジ
ア
･
ア
フ
リ
カ
10
カ
国
に
、
自
転
車
計

3
万
２
６
７
０
台
、
車
椅
子
２
台
で
す
。

　

贈
ら
れ
た
自
転
車
は
、
子
ど
も
た
ち
の
通

学
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
や
医
療
従
事

者
の
巡
回
、
貧
し
い
農
民
、
環
境
保
全
の
活

動
に
従
事
す
る
人
々
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
自
転
車
を
受
け
取

っ
た
生
徒
は
、
継
続
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
と
自
転
車
を

共
有
し
、
農
作
業
な
ど
の
仕
事
に
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
移
動
時
間
短
縮
が
、
女
性
の

社
会
進
出
や
生
活
向
上
へ
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
か
ら
、
今
年
度
を
も
っ
て
本
事
業
を

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

屋
外
で
の
自
転
車
贈
呈
式
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

サ
イ
ク
ル･

エ
イ
ド 

事
業

日本の放置自転車でアジアの暮らし改善
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●…JAFS国際協力基金…●

「地球幸せ募金」貯金箱式募金 栄養失調に苦しむ子どもたちの栄養改善を目的とした給食基金に充てる。
または、今年度プロジェクトのいずれかを支援する

「アジア井戸募金」募金箱設置 各家庭や店などに募金箱を設置し、井戸建設支援に充てる

「アジアフレンドシップ夢基金」募金 アジア18カ国の草の根の人々と共同で、「アジアフレンドシップ夢基金」を
募り、アジアと世界のより困窮する人々への支援金とする

活動報告・事業計画

　

２
０
２
０
年
度
は
、
第
30
回
ア
ジ
ア
国
際

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
の
ス
リ
ラ
ン
カ
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
た

め
中
止
し
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て

２
０
２
０
年
11
月
と
２
０
２
１
年
２
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
各
国
提
携
団
体
の
近
況
報
告
と
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ロ
ナ
下
に

お
い
て
も
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の

維
持
・
強
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

ネットワークの絆をオンラインでも維持強化

国際交流 事業

　

ア
ジ
ア
草
の
根
の
自
立
・
連
帯
基
金
で

あ
る
「
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基

金
」
は
、
右
記
の
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
て
、
基
金
拡
大

に
向
け
た
政
策
や
課
題
を
共
有
し
、
諸
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
財
団
」

で
は
、
イ
ン
ド
・
タ
イ
・
日
本
の
実
業
家

を
中
心
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
国
際

版
を
行
う
計
画
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

延
期
し
ま
し
た
。

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
中
止

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
全
て
の
ス
タ
デ

ィ
ツ
ア
ー
を
中
止
し
ま
し
た
。

職
員
研
修
と
奨
学
金
支
援

　

本
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
将
来
担
う
ア

ジ
ア
各
国
提
携
団
体
の
職
員
の
研
修
・
育

成
の
た
め
、
奨
学
金
支
援
を
例
年
行
っ
て

い
ま
す
。
派
遣
先
の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
ア
ジ
ア
社
会
科
学
院
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
）

の
地
域
開
発
コ
ー
ス
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
開

校
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
派
遣
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
提
携
団
体
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ

の
後
継
者
１
名
に
対
し
て
は
、
ナ
グ
プ
ー

ル
大
学
社
会
開
発
学
科
の
学
費
を
支
援
し

ま
し
た
。

　

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
制
度
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
募
集
を
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

2021年度　国際交流  事業計画
国 プロジェクト 実施場所 内容・意義【必要資金(円)】

タイ アジア国際ネット
ワークセミナー バンコク

1990年以来毎年、AFSネットワーク関係者を中心に、「貧困なき一
つなるアジアを目指して」をモットーに貧困削減のため話し合う。
秋にバンコクにて開催予定【400万】

日 本・ア ジ
ア各国

アジアユースサミ
ット（AYS）

日本・アジア
各国
（オンライン）

日本とアジアの高校生のための国際会議を8月にオンライン開催。
「コロナ禍で私たちにできること」をテーマに地域を良くするプロ
ジェクトづくりやワークショップを通じ、国際的視野を養い、国内
外のユースのつながりを形成し、国際活動の担い手を育成【200万】

フィリピン ASI	 地域開発コ
ース支援

アジア社会科
学院（ASI）

農村の社会課題を解決し、貧困なき国作りをする次世代育成のた
め、2名を大学院大学ASIの2カ月の地域開発コースへ派遣。【30万】

国
内
で
の
普
及
啓
発 

事
業

　

国
内
で
の
２
０
２
０
年
度
の
活
動
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
お
よ
び
緊
急
事
態
発
令

に
よ
り
、
多
く
を
制
限
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
そ
の
状
況
下
に
お
い
て
も

可
能
な
限
り
、
広
く
一
般
の
方
が
本
会
の
活

動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
チ
ャ
リ
テ

ィ
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

恒
例
の
住
道
駅
前
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
ル
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
ま

し
た
。
５
年
目
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
ン･

チ
ャ

リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昨
年
に
続
き

公
益
財
団
法
人
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と

共
催
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
入
場
者

数
、
飲
食
の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
内
容
を
制
限

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
映
画
上
映
会
や
留
学

生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
初
め
て

実
施
し
、
在
関
西
の
ア
ジ
ア
系
市
民
と
の
交

流
を
深
め
る
多
文
化
共
生
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
２
２
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

地
区
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
グ
ル
ー

プ
で
も
、
支
援
や
広
報
の
た
め
、
感
染
対
策

を
と
り
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
カ
ソ
ン
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

国
際
理
解
教
育
講
座
と
し
て
、
小
学
校
、

高
校
、
大
学
や
企
業
等
の
べ
８
カ
所
に
対
し

国
際
理
解
に
関
し
て
講
義
し
ま
し
た
。
学
校

か
ら
の
委
託
授
業
も
受
け
入
れ
、
１
校
に
対

し
て
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
年
毎
月
実
施
す
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ぞ
う
す
い

の
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
鑑
み
可
能
な

月
の
み
対
策
を
施
し
な
が
ら
開
催
し
、
ま
た

地
区
活
動
の
場
も
併
せ
て
、
ア
ジ
ア
で
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
報
告
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
理
解
や
ア
ジ
ア
社
会
の
現
状
理
解
を
促

進
し
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
い
た
活
動
が
コ

国
際
協
力
Ｐ
Ｒ
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動

活動報告・事業計画

ア
ジ
ア
ン
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
で
の

留
学
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ロ
ナ
の
影
響
で
急
遽
中
止
と
な
る
事
が
多
発

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
５
名
を
受
け
入

れ
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
方
支
援
や
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
・
広
報
事
業
の
実
習
を
通

し
て
貢
献
し
な
が
ら
、
国
際
協
力
活
動
と
市

民
運
動
に
関
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
市
民
大
学
で
は
、
感
染
拡
大
に
よ

る
延
期
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
ア
ジ
ア
の

国
の
文
化
理
解
に
向
け
、
専
門
家
に
よ
る
講

義
を
10
回
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
た
め
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
募
金
に

よ
り
支
援
し
た
留
学
生
と
支
援
者
と
の
交
流

会
を
実
施
し
、
留
学
生
17
名
の
参
加
を
得
ま

し
た
。

　

法
人
賛
助
会
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
社
員
ク
ラ

ブ
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
開
催
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ア
ジ
ア
留
学
生
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
、
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
留
学
生
＆
支
援
者
交

流
会
の
開
催
に
参
画
し
ま
し
た
。

　

今
後
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
何
を
大
切
に
い
か
に
活

動
す
べ
き
か
を
見
直
し
考
え
る
機
会
と
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
国
際

協
力
の
専
門
家
や
実
践
者
か
ら
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
を
５
回
に
渡
っ

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
今
、
地
球
は
危
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

を
3
回
開
催
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
地
球

で
起
き
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
解
決

の
糸
口
を
共
に
考
え
る
勉
強
会
の
場
と
し
ま

感
染
対
策
を
施
し
た
ぞ
う
す
い
の
会
で

在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
に
よ
る
お
話

し
た
。

　

活
動
情
報
誌
「
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
」
を
年
４

回
発
行
し
、
事
業
報
告
や
海
外
情
報
に
つ
い

て
広
報
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
発

信
情
報
の
魅
力
向
上
、
寄
付･

会
費
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
線
改
良
、
な
ど
を
目

的
と
し
て
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
従
来
か
ら
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
他
に
、
新
た
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

とY
ouT
ube

も
開
設
し
、
活
動
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ア
ジ
ア
文
化
情
報
な
ど

を
随
時
発
信
し
ま
し
た
。

　

ま
た
各
種
関
係
団
体
と
連
携
し
、
関
西
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
推
進
し
市
民
活
動
の
社
会
意

義
を
広
げ
る
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
関

西
Ｎ
Ｇ
Ｏ
協
議
会
の
副
代
表
、
国
際
協
力
Ｎ

Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
初
の
国
際
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
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Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
理
事
、
関
西
国
際
交
流
団

体
協
議
会
の
監
事
を
務
め
る
ほ
か
、
関
西
最

大
の
国
際
協
力
の
お
祭
り
「
ワ
ン
・
ワ
ー
ル

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
実
行
委
員
、
ユ

ー
ス
世
代
の
た
め
の
国
際
協
力
フ
ェ
ス
「
ワ

ン
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル	for	

Y
outh

」
の
運
営
委
員
と
し
て
協
力
し
ま
し

た
。

　

関
連
市
民
活
動
と
し
て
、
関
西
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会
、
日
本
を
良
く
す
る

会
、
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
も
、
各
設

立
趣
旨
に
沿
っ
て
活
動
し
ま
し
た
。

 「
土
水
」や
環
境
保
全
活
動

　

第
37
回
「
土
と
水
と
緑
の
学
校
」
を
８
月

に
和
歌
山
県
新
宮
市
で
、
同
じ
く
美
山
「
土

と
水
と
緑
の
自
然
学
校
」
も
３
月
に
京
都
府

南
丹
市
美
山
町
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。

　

本
会
が
提
唱
し
た
国
際
グ
リ
ー
ン
ス
カ
ウ

ト
活
動
と
し
て
国
内
各
地
域
で
も
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
止
が
多
発
し

た
中
で
、
吹
田
部
会
が
毎
月
１
回
の
例
会
と

川
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
地
の
会
員
活
動

　

地
区
活
動
で
は
、
関
西
地
区
を
中
心
に
、

全
国
11
の
エ
リ
ア
ご
と
に
地
区
世
話
人
を
中

心
と
し
て
、
本
会
の
活
動
と
理
念
の
普
及
や

ア
ジ
ア
と
の
「
理
解
と
協
力
と
連
帯
」
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
活
動
が

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
た
め
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
企
画
で
得
ら
れ
る
資
金
で

ア
ジ
ア
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
可
能

な
限
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
地
区
会
に
会
長
・
副
会
長
・
事

務
局
長
・
書
記
か
ら
成
る
組
織
を
整
え
、
11

月
に
初
の
地
区
会
長
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
各
地
区
会
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ア
ジ
ア
支

援
活
動
の
報
告
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
渡
航
の
機
会
が
限
ら
れ
た
今

年
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
報
告
会
の
み
幾

つ
か
の
地
区
会
で
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

地
元
の
祭
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

出
展
は
例
年
多
く
の
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
地
区
活
動
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
京
玉
す
だ

れ
教
室
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
、
緑
と
ふ
れ
あ
う

2021 年度　社員総会報告
　公益社団法人アジア協会アジア友の会第10回社員総会
を下記の通り開催しました。本総会は、新型コロナウイ
ルス感染拡大対応のため、出席者を限定し、議決権行使
書の提出により対応しました。
　篠原会長がオンライン出席のため、定款に基づき、櫻
井副会長が議長となり議事を進行しました。
　現社員数202名の内、出席社員数172名（会場出席者・
オンライン出席者・議決権行使書提出者の合計）であ
り、定足数102名を充足し、総会の成立を宣しました。
日時:	2021年6月12日(土)	14時～ 14時30分
会場:	肥後橋官報ビル	８階会議室（大阪市西区）　　　　
議案	I:	決議事項
第1号議案
「2020年度計算書類(貸借対照表及び正味財産増減計算
書)、同附属明細書及び財産目録の承認」の件
第2号議案
「役員の選任」の件
　上記の決議事項第1号議案については、財務担当の上

野理事より詳細な報告がありましたが、特に質問や意見
は無く、すべて承認されました。		
　第2号議案に関しては冨松理事が審議を進め、選挙管
理委員2名選任のもと、まず留任監事の候補者2名につい
て、村上事務局長より略歴と推薦理由を説明後、各候補
者につき承認に関する採決を行いました。その結果、監
事候補者2名の選任を確認し、引き続き選出された監事2
名（毛利吉男、山下泰之）の就任承諾を確認しました。
　例年の総会と異なり昨年同様に、新型コロナ感染対策
としての時間短縮のため、下記の報告事項①②③に係る
議案は略し、事前配布の冊子による確認に止め、本総会
では詳細説明を割愛しました。
①2020年度事業報告並びに同附属明細書について
②2021年度事業計画について
③2021年度収支予算書について
　同様に、例年総会後に開催の海外プロジェクト報告会
や懇親会についても、開催はとり止めました。

収支決算書（2020年４月１日～ 2021年３月31日）
[１]		収入の部 （単位円）

科　　目 予算額 決算額 差　異

１.	会費収入 23,000,000 18,363,820 4,636,180

		（１）社員会費収入 4,800,000 4,573,900 226,100

		（２）維持会費収入 8,880,000 7,132,120 1,747,880

		（３）賛助会費収入 6,000,000 3,694,800 2,305,200

		（４）学生会費収入 0 0 0

		（５）団体会費収入 300,000 160,000 140,000

		（６）法人賛助会費収入 3,000,000 2,800,000 200,000

		（７）ジュニア会費収入 20,000 3,000 17,000

２.	募金・寄付金・補助金収入 122,000,000 111,252,130 10,747,870

３.	負担金収入 10,650,000 940,788 9,709,212

４.	為替差益 0 133,457 △	133,457

５.	受取利息 2,000 1,584 416

６.	雑収入 28,000 12,170 15,830

当期収入合計Ａ 155,680,000 130,703,949 24,976,051

前期繰越収支差額 1,888,196 1,888,196 0

収入合計Ｃ 157,568,196 132,592,145 24,976,051

[２]		支出の部 （単位円）

科　　目 予算額 決算額 差　異

１.	事業費 66,600,000 36,681,404 29,918,596

	（１）水（井戸・飲料水供給） 22,000,000 13,080,028 8,919,972

	（２）子ども（里親・教育・学校建設） 16,500,000 8,529,320 7,970,680

	（３）貧困（生活自立・職業訓練） 3,200,000 1,978,988 1,221,012

	（４）環境（GS活動・植林・バイオガス） 7,600,000 2,567,678 5,032,322

	（５）サイクル・エイド事業 2,500,000 2,199,259 300,741

	（６）ネットワーク推進事業 6,000,000 1,381,117 4,618,883

	（７）人材交流・育成事業 1,000,000 386,843 613,157

	（８）地域広報活動事業 4,300,000 5,729,063 △	1,429,063

	（９）環境保全・啓発教育事業（土水） 3,500,000 829,108 2,670,892

２.	災害特別助成金支出

	（１）災害等罹災者支援事業 500,000 11,580,676 △	11,080,676

	（２）ネパール地震復興支援事業 56,300,000 52,255,505 4,044,495

	（３）フィリピン台風被災者支援事業 1,000,000 1,017,722 △	17,722

３.	管理費 30,980,000 22,963,881 8,016,119

４.	退職給付引当資産取得支出 300,000 2,113,000 △	1,813,000

５.	敷金取得支出 0 40,000 △	40,000

６.	基本財産振替支出 0 0 0

７.	予備調整費 0 0 0

当期支出合計Ｂ 155,680,000 126,652,188 29,027,812

当期収支差額Ａ－Ｂ 0 4,051,761 △	4,051,761

次期繰越収支差額Ｃ－Ｂ 1,888,196 5,939,957 △	4,051,761

活動報告・事業計画

会
（
農
作
業
）
／
第
２
エ
リ
ア
、
ま
い
ど
大

阪
お
も
し
ろ
ウ
ォ
ー
ク
・
歴
史
散
歩
／
な
に

わ
西
、
子
ど
も
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
・
ユ
ー
ス

会
議
・
里
子
支
援
バ
ザ
ー
／
南
河
内･

松
原

地
区
、
京
都
チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
・
京
都

チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
／
第
５
エ

リ
ア
、
ド
リ
ア
ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
ま
ど
か
村
／
生
駒
地
区
会
、
ど
ん
ぐ

り
ひ
ろ
い
＆
ク
ラ
フ
ト
／
奈
良
地
区
会
、
佐

藤
手
芸
教
室
バ
ザ
ー
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
玉
手
箱

展
ミ
ニ
バ
ザ
ー
／
第
８
エ
リ
ア
、
な
ど
。　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
グ
ル
ー
プ

　

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
を
目
的
と
す
る

17
グ
ル
ー
プ
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

活
動
に
よ
る
海
外
支
援
事
業
の
応
援
を
、
精

力
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

　

活
動
し
た
グ
ル
ー
プ
は
以
下
の
通
り
で

す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
本
部
で
毎
月
開
催
し
贈
水

を
雑
炊
に
よ
り
支
援
す
る
「
ぞ
う
す
い
の

会
」
、
里
親
の
会
を
手
作
り
和
紙
ク
ラ
フ

ト
で
支
援
す
る
「
ア
ジ
ア
井
戸
ば
た
サ
ロ

ン
」
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
提
携
団
体
を
支
援

す
る
「
ス
リ
ラ
ン
カ･

サ
ル
ボ
ダ
ヤ
友
の

会
」
、
日
印
友
好
学
園
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
の

運
営
を
支
援
す
る
「
日
印
友
好
学
園
支
援

会
」
、
ネ
パ
ー
ル
の
活
動
を
支
援
す
る
「
ネ

パ
ー
ル
へ
の
か
け
橋
」
、
料
理
を
活
か
し
た

活
動
で
水
支
援
を
す
る
「
Ｐ
Ａ
Ｏ
Ｎ
」
、
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
を
中
心
に
文
化
を
学
び
理
解
し

合
う
「
オ
ア
シ
ス
会
」
、
ア
ジ
ア
の
若
手
に

人
材
育
英
資
金
を
支
給
す
る
「
ア
ジ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
奨
学
会
」
、
ネ
パ
ー
ル
の
教
育
を

支
援
す
る
「
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
夢
基
金
」
、

農
村
の
医
療･

保
健
向
上
を
支
援
す
る
「
ネ

パ
ー
ル
地
域
医
療
支
援
会
」
、
自
転
車
を
通

じ
て
国
際
交
流
を
深
め
る
「
サ
イ
ク
ル･

エ

イ
ド
支
援
会
」
、
毎
月
の
例
会
を
通
し
て
イ

ン
ド
理
解
を
深
め
る
「
バ
ー
ラ
ト
会
」
、
歌

っ
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
支
援
を
す
る
「
歌
声
サ
ロ

ン
」
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
で
チ
ャ
リ

テ
ィ
支
援
を
す
る
「
ワ
ン
コ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
旅
行
で
ア
ジ
ア
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
に
寄
付
す
る
「
旅
人
（
た

び
ん
ち
ゅ
）
」
、
フ
リ
マ
や
街
頭
募
金
で
イ

ン
ド
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
家
族
を
支
援
す
る
「
い
の
ち

の
会
枚
方
」
、
留
学
生
と
日
本
の
学
生
が
支

え
合
う
「
留
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～D

esign	
the	Com

m
unity

」
。

バーラト会５周年を祝う会

奈
良
地
区
会
の
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト
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14
～
22
㌻
に
掲
載
し
た
２
０
２
１
年
度
支
援
事
業
か
ら
、
４
つ
の
事
業
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

に
届
く
支
援
要
請
の
背
景
に
は
、
各
国
の
難
し
い
状
況
と
、
そ
れ
を
何
と
か
改
善
し
よ
う
と
す
る
現
地
提
携
団

体
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
心
が
現
地
と
つ
な
が
り
、
温
か
い
ご
支
援
が
届
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度 

主
な
支
援
事
業
の
背
景 

　

ラ
オ
ス

　

必
要
資
金
５
０
０
万
円

　

ポ
ン
サ
ー
リ
ー
県
ブ
ン
ヌ
ア
郡
ナ
ン
フ
ェ

中
学
校
の
学
生
寮
２
棟
を
再
建
し
、
１
棟
に

つ
き
２
部
屋
２
ト
イ
レ
を
完
備
し
ま
す
。
寮

は
、
周
辺
５
つ
の
村
か
ら
や
っ
て
来
る
生
徒

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
遠
く
の
村
か
ら
通
う

生
徒
た
ち
は
、
通
学
に
か
か
る
時
間
を
学
習

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
あ
る
学
生
寮
は
、
生
徒
の

保
護
者
ら
が
実
費
で
建
て
た
仮
設
寮
で
、
と

て
も
粗
末
な
建
物
で
す
＝
写
真
。
老
朽
化

し
、
毎
年
修
繕
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
義
務
教
育
を
適
切
な
環
境

下
で
受
け
る
た
め
に
は
、
学
生
寮
の
再
建
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
の
ご
支

援
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

寮
が
再
建
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
環
境
や
生
活
環
境
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
遠
方
の
村
か
ら
や
っ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者
に
安
心
し
た
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

寮
を
再
建
で
き
た
後
は
、
学
校
の
年
間
就

学
率
が
ど
れ
だ
け
上
が
っ
た
か
、
教
育
環
境

お
よ
び
教
育
の
質
を
ど
の
よ
う
に
向
上
で
き

た
か
、
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
を
し
っ
か
り
ま

と
め
て
分
析
し
、
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
方
に

再
建
の
効
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

ラ
オ
ス
で
は
、
政
府
の
教
育
予
算
が
極
め

て
少
な
く
、
適
切
な
校
舎
や
学
習
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
教
育
の
質
の
低

さ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
中
学
校
寮
を
再
建

女
性
の
た
め
の
縫
製
職
業
訓
練

イ
ン
ド

必
要
資
金
１
２
０
万
円

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
ア

チ
ャ
プ
ル
地
区
ダ
リ
ヤ
バ
ー
ド
村
の
女
性
50

人
に
縫
製
の
職
業
訓
練
を
行
い
、
雇
用
の
確

保
と
生
活
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
村
は
、
人
口
１
５
０
０
人
（
男
性
９
５

０
人
、
女
性
５
５
０
人
）
の
小
さ
な
ス
ラ
ム

街
で
す
。
半
数
以
上
が
農
業
で
す
が
、
多
く

が
日
雇
い
で
も
生
計
を
立
て
て
お
り
、
不
安

定
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
が
流
行
し
、
彼
ら
の
生
活
は
さ
ら
に

先
行
き
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
同
村
に
住
む
女
性
の
約
20
％

は
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た

教
育
を
受
け
て
い
て
も
、
正
規
に
雇
用
さ
れ

た
り
、
す
ぐ
に
他
の
職
に
就
く
に
は
、
技
能

が
足
り
な
い
か
ら
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
敷
布
の
需
要
が
増
え
、
人
口

増
加
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
制
服
な
ど
へ
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
女
性

が
縫
製
技
術
を
身
に
つ
け
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

村
の
女
性
た
ち
は
、
縫
製
訓
練
に
向
け
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

＝
写
真
。
し
か
し
、
ミ
シ
ン
や
刺
繡
機
、
工

具
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
布
な
ど
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
寄
付
い
た
だ
く
こ

と
で
、
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
事
業
実
施
後
は
、
女
性
た
ち
が
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
導
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
防
ぐ
安
全
な
井
戸
水
を

揚水事業の画竜点睛
パイプ敷設へ支援を

　

フ
ィ
リ
ピ
ン

　

必
要
資
金
４
３
０
万
円

　

安
全
な
水
の
普
及
率
は
年
々
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
沿
岸
部
で
は
旧
式
の
井
戸

が
多
く
、
海
水
が
混
入
し
、
毎
年
台
風
の
時

期
に
は
水
が
汚
染
さ
れ
、
飲
料
に
使
え
ま
せ

ん
。
農
村
部
で
も
、
わ
ず
か
な
収
入
し
か
な

い
村
人
自
身
が
深
井
戸
を
掘
る
こ
と
は
難
し

く
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
も
買
え
な
い
の

で
、
安
全
と
い
え
な
い
浅
井
戸
の
水
を
長
い

距
離
歩
い
て
手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
体
の
弱

い
子
ど
も
や
お
年
寄
り
は
水
が
原
因
の
病
気

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
院
に
行
く
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
村
の
家
族
の
多
い
家
庭
で
は
、
必
要
な

水
の
量
は
多
く
、
男
性
は
働
き
に
出
る
た

め
、
女
性
や
子
ど
も
が
毎
日
の
水
く
み
を
担

い
ま
す
。
長
時
間
で
大
変
な
重
労
働
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
広
が
っ
た
た
め
、
今
ま

で
以
上
に
安
全
な
水
が
必
要
で
す
。
水
が
十

分
に
使
え
な
け
れ
ば
手
洗
い
や
う
が
い
が
で

き
ま
せ
ん
。
家
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。

　

村
に
井
戸
が
な
い
人
々
は
、
厳
し
い
移
動

制
限
の
た
め
、
隣
村
ま
で
水
く
み
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

ま
で
は
個
人
で
深
井
戸
を
持
っ
て
い
る
人
が

他
の
村
人
に
も
井
戸
を
使
え
る
よ
う
に
開
放

し
て
い
ま
し
た
が
、
接
触
を
避
け
る
た
め

に
、
大
勢
が
集
ま
る
水
く
み
は
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
多
く
の
村
か
ら
井
戸
建
設
の
要
請
が

届
い
て
い
ま
す
。　
　

　

ネ
パ
ー
ル

　

必
要
資
金
２
４
０
万
円

　

シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
イ
ン
ド
ラ
ワ

テ
ィ
村
10
地
区
を
対
象
と
し
て
、
川
の
水
を

８
０
０
ｍ
上
に
く
み
上
げ
、
村
全
体
に
等
し

く
給
水
す
る
事
業
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
６
割
強

の
人
が
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
険
し

い
地
形
、
イ
ン
フ
ラ
未
整
備
、
生
産
性
の
低

い
農
業
が
貧
困
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
解
決
に
欠
か
せ
な
い
の
が
水
で
す
。
同

地
区
は
乾
燥
し
て
水
に
乏
し
い
上
、
地
震
の

後
、
水
脈
が
枯
れ
、
川
が
唯
一
の
水
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
２
０
１
９
年
３
月
か

ら
、
大
規
模
揚
水
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

外
務
省
か
ら
無
償
資
金
協
力
を
得
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
く
み
上
げ
た
水
を
集
落
ご

と
に
た
め
る
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
ま
で
の
費

用
と
な
り
ま
す
。
住
民
が
実
際
に
水
を
使
え

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
そ
の
先
の
各
戸
ま
で

パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
資
金
を
、
皆
さ
ま
に
ご

協
力
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
当
初

は
5
～
10
世
帯
で
使
う
共
同
水
場
を
つ
く
る

予
定
で
し
た
が
、
政
府
が
途
中
か
ら
「
1
世

帯
1
蛇
口
」
の
方
針
を
掲
げ
た
た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
話
し
合
い
を
し
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
各

戸
手
前
ま
で
の
パ
イ
プ
を
敷
設
す
る
一
方
、

住
民
は
そ
の
先
の
蛇
口
ま
で
の
設
備
設
置
費

用
を
自
己
負
担
し
、
パ
イ
プ
敷
設
時
に
１
日

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
労
働
を
す
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。
生
活
と
農
業
用
の
十
分
な

水
を
身
近
で
享
受
で
き
る
か
ど
う
か
に
、
村

の
未
来
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

＝
34
㌻
に
現
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

学校から帰って暗くなっても
水くみを手伝う少年

揚
水
事
業
の
し
く
み
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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
会
で
は
、
３
月
27
日

に
京
都
市
南
区
の
洛
南
教
会
を
会
場
に
お
借

り
し
、
第
４
回
竹た
け
な
か
ま
こ
と

中
真
京
都
チ
ャ
リ
テ
ィ
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
昨
年
２
月
に
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
開

催
寸
前
に
や
む
な
く
中
止
に
至
っ
て
い
ま
し

た
。
何
と
か
２
０
２
０
年
度
中
に
は
開
催
し

た
い
、
と
い
う
関
係
者
の
熱
い
思
い
で
実
現

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
中
で
す
。
参
加

さ
れ
る
方
に
は
、
受
付
で
の
検
温
と
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
の
徹
底
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
座
席
も
一
席
ず
つ
離
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
の
開
催
で
し
た
。
結
果
的
に
は
50
名
に
参

加
い
た
だ
い
て
、
竹
中
先
生
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア

ノ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
＝
写
真
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
ほ
と
ん
ど
の

行
事
が
開
催
で
き
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
啓
発
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
を
進
め

る
当
会
と
し
て
は
、
本
当
に
難
し
く
、
ス
ト

レ
ス
の
た
ま
る
１
年
で
し
た
。

　

し
か
し
ア
ジ
ア
に
は
、
私
た
ち
の
支
援
を

待
つ
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
京
都
地
区
会

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
獲
得
金
は
例
年
の
半
分
程

度
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
ア
ジ
ア
の

子
ど
も
た
ち
へ
思
い
を
届
け
、
継
続
的
な
支

援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
会　

辻
賢
二
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
「
ア
ジ

ア
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金
」
（
困
窮
す
る

コロナ禍で１年遅れましたが ……

ア
ジ
ア
の
子
の
た
め

チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト

国内外のさまざまなイベントをＨＰに載せています。記事につい
てのお問い合わせはＪＡＦＳへ＝裏表紙にアドレス、連絡先

人
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
ア
ジ
ア
の

国
々
の
人
た
ち
と
一
緒
に
作
る
国
際
基
金
）

を
、
参
加
費
で
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
「
道
楽
の
会
」
と
い
う

歩
く
会
（
世
話
人
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会

員
の
石
原
基
義
さ
ん
）
が
発
足
。

第
１
回
と
し
て
４
月
８
日
に
春
の

奈
良
・
飛
鳥
路
を
歩
き
ま
し
た
＝

写
真
。

　

お
天
気
は
快
晴
。
景
観
を
損
な

う
建
造
物
は
一
切
な
い
田
園
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
よ
く
整
備

さ
れ
、
街
も
古
い
家
並
み
が
よ
く

保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
途
中
、

高
松
塚
古
墳
や
石
舞
台
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
新
緑
の
最
も

美
し
い
季
節
で
、
緑
や
赤
の
新
緑

に
目
を
奪
わ
れ
な
が
ら
、
気
持
ち

の
良
い
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

縦
一
列
に
な
っ
て
、
の
ん
び
り

歩
き
ま
す
の
で
、
三
密
と
は
無
縁

で
す
。
食
事
休
憩
の
時
間
も
、
参

加
者
は
離
れ
て
座
り
、
感
染
拡
大

道
歩
き
を
楽
し
ん
で
夢
募
金
す
る
会

　

パ
ン
ダ
ン
会
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
支
援
し

た
「
安
全
な
飲
料
水
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設

事
業
」
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
パ
ナ
イ
島
パ
ン
ダ
ン
町
民
と
の
交
流

を
続
け
る
た
め
の
会
で
す
。

「
パ
ン
ダ
ン
会
」の

会
員
を
募
り
ま
す

　

現
地
に
は
「
Ａ
Ｆ
Ｓ
パ
ン
ダ
ン
」
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
本
会
の
「
土
と
水
と
緑

の
学
校
」
（
通
称
＝
土
水
）
も
現
地
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
さ
れ
た
方
、
当
地
を
訪
問
さ
れ
た
方
は

じ
め
、
関
心
あ
る
方
の
参
加
（
会
員
）
を

募
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
い
。

JAFSプラザ

　

ア
ジ
ア
の
ご
み
や
汚
水
に
関
わ
る
衛
生

環
境
改
善
の
た
め
に
、
共
に
考
え
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
の
活
動
地
で
は
、
貧
し
い
人
は

よ
り
厳
し
い
状
況
で
暮
ら
し
て
お
り
、
衛

生
的
で
な
い
環
境
で
健
康
的
な
生
活
が
送

れ
ず
、
災
害
時
に
も
大
き
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。
現
地
提
携
団
体
や
村
人
と
共

に
、
ご
み
問
題
の
側
面
か
ら
地
域
環
境
を

整
え
る
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
一
緒

に
考
え
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ロ
ナ
下
で
も
で
き
る
第
一
歩
と
し

募
り
ま
す

ア
ジ
ア
の
ご
み
問
題
が

気
に
な
る
人

て
、
秋
頃
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
日
本
で
海
岸
ご
み
拾
い
を
同
時
開
催

し
よ
う
と
企
画
中
で
す
。
海
を
越
え
て
連

帯
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
互
い
の
ラ
イ
ブ
動
画
を
共
有
し
な
が
ら

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

が
収
ま
れ
ば
、
現
地
の
活
動
メ
ン
バ
ー
と

実
際
の
状
況
を
見
な
が
ら
話
し
合
う
機
会

も
作
れ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

企
画
段
階
か
ら
参
加
い
た
だ
け
る
方
、

ま
た
、
屋
外
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
知
恵
と

技
術
を
お
貸
し
い
た
だ
け
る
方
の
ご
協
力

も
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様

か
ら
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
質
問
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
事
務
局
（
川
本
）
ま
で
ご
連
絡

を
。
35
㌻
の
「
環
境
コ
ラ
ム
」
も
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

の
心
配
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
は
８

名
。
総
歩
数
は
２
万
歩
で
し
た
。
今
後
も
月

１
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員　

大
本
和
子
）

● ● ● ●

●●●●

昨
年
６
月
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
生
駒
を
立
ち
上

げ
、
10
月
か
ら
毎
月
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
応
援
団
の

一
般
社
団
法
人
ド
リ
ア
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が

主
催
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
参

加
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
、
奈
良
県
生
駒
市

の
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
建
て
ら
れ
た
健
康
食

品
販
売
店
「
ま
ど
か
村
」
。
車
の
便
が
良
く

大
阪
か
ら
も
お
客
様
が
来
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
可
能
性
が
少
な
い
戸
外
に

あ
る
「
ま
ど
か
村
」
を
探
し
、
オ
ー
ナ
ー
と

交
渉
し
、
廃
材
を
利
用
し
て
仮
設
ス
テ
ー
ジ

を
作
り
、
音
楽
ラ
イ
ブ
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
を

安
心
し
て
で
き
る
環
境
も
整
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
観
客
を
集
め
る
た
め
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
併
せ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を
集

め
て
ラ
イ
ブ
を
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
＝
写

真
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
中
、
将
来
は
、
コ
ン

サ
ー
ト
と
同
様
に
開
催
が
激
減
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
英
語
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
、
ア

ジ
ア
生
ま
れ
の
方
々
と
の
食
事
会
、
特
技
を

持
つ
方
々
に
発
表
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
、
地
域
の
賑

わ
い
の
場
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
生
駒
会
長　

渡
邊
昇
）

田んぼのライブでJAFSを応援
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●
社
員
会
費

秋
山
賀
子
／
浅
野
弘
／
足
達
新
／
安
達
英
行
／

熱
田
親
憙
／
熱
田
典
子
／
天
野
紀
／
池
田
邦
子

／
池
本
修
／
石
田
雅
昭
／
石
原
基
義
／
上
野
孝

一
／
宇
野
稔
／
大
野
嘉
宏
／
大
原
映
子
／
大
本

和
子
／
岡
本
厚
／
岡
本
佳
子
／
小
澤
勇
／
柿
島

裕
／
笠
谷
正
博
／
栢
下
壽
／
川
合
千
代
子
／
川

上
知
子
／
川
﨑
壽
／
川
端
勝
／
北
田
嘉
信
／
北

野
光
三
／
北
山
典
彦
／
金
昌
則
／
草
加
節
男
／

桒
村
壽
子
／
古
賀
旭
／
古
賀
範
久
／
小
林
久
仁

子
／
櫻
井
紘
哉
／
佐
々
木
実
／
佐
藤
眞
子
／
佐

藤
道
代
／
佐
藤
満
昭
／
佐
藤
理
香
／
更
家
充
／

篠
原
勝
弘
／
島
井
宏
子
／
下
山
浩
二
／
杉
林
則

子
／
平
興
隆
／
髙
垣
靖
／
高
田
晃
宏
／
辰
西
幹

夫
／
田
中
壽
美
子
／
田
中
政
直
／
谷
岡
康
男
／

千
代
博
子
／
辻
川
楠
美
／
土
屋
菊
男
／
藤
間
孝

子
／
藤
間
剛
／
富
田
和
政
／
冨
松
英
二
／
鳥
居

京
子
／
中
井
淳
夫
／
中
内
一
揚
／
中
島
和
子
／

中
西
洋
／
中
村
敏
子
／
中
村
日
游
／
西
田
貞
之

／
野
木
義
弘
／
野
口
明
英
／
𡌛
島
五
兵
衛
／
橋

口
高
明
／
橋
本
隆
／
韓
礼
元
／
東
幹
男
／
平
山

隆
史
／
福
川
粛
／
藤
本
加
代
子
／
藤
原
正
昭
／

細
谷
詩
子
／
法
花
敏
郎
／
本
間
一
将
／
松
原
直

弘
／
松
本
静
枝
／
宮
野
谷
篤
／
宮
本
照
佳
／
三

渡
眞
由
美
／
虫
明
慧
悟
／
村
上
和
範
／
村
上
公

彦
／
村
上
清
子
／
毛
利
吉
男
／
森
本
榮
三
／
森

脇
寛
／
安
田
信
人
／
八
束
浩
一
／
柳
井
一
朗
／

山
﨑
道
治
／
山
﨑
桃
／
山
下
泰
之
／
山
田
和
広

／
山
田
英
男
／
山
田
穂
積
／
横
井
怜
子
／
横
山

浩
平
／
吉
岡
健
一
／
米
田
徳
子
／
若
元
裕
美
／

若
元
良
嗣

●
維
持
会
費

浅
尾
み
ち
る
／
浅
野
照
子
／
安
達
淳
子
／
熱
田

昭
子
／
熱
田
貴
子
／
天
野
貞
男
／
天
野
さ
や
か

／
天
野
日
出
男
／
雨
森
清
忠
／
新
井
隆
郎
／
荒

川
惣
平
／
有
本
幹
子
／
粟
井
健
徳
／
幾
谷
眞
規

子
／
池
谷
和
博
／
石
原
京
子
／
泉
原
眞
由
美
／

市
來
賜
代
／
市
来
千
代
子
／
市
坪
利
恵
子
／
伊

津
野
修
／
伊
藤
雅
子
／
因
幡
明
洋
／
井
上
公
男

／
井
上
美
保
／
井
上
順
子
／
今
井
利
子
／
今
井

康
郎
／
今
堀
京
子
／
岩
城
良
子
／
上
田
高
久
／

植
田
直
弘
／
植
村
龍
子
／
梅
田
祥
仁
／
浦
野
健

二
／
海
野
良
三
／
江
守
猛
／
大
島
一
晃
／
太
田

　

新
入
会
員
ご
紹
介

ご
入
会
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

２
０
２
１
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日

　

会
費
納
入
者
、寄
付
・
物
品
協
力
者

温
か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
敬
称
略
・
50
音
順
）　

２
０
２
１
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日

な
お
夏
季
・
冬
季
募
金
へ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

１
年
後
の
夏
季
・
冬
季
に
別
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
社
員
会
員

奥
田
順
／
佐
野
光
彦

●
維
持
会
員

小
野
山
昭
英
／
川
崎
献
一
／
中
井
良
美
／
樋
口

雅
軌
／
深
谷
春
男

●
賛
助
会
員

今
中
豊
／
権
藤
恒
安

●
里
親
会
員

浅
香
真
理
子
／
高
橋
恵

真
知
子
／
大
谷
伊
津
枝
／
大
槻
昌
寛
／
大
成
孝

子
／
大
平
さ
ゆ
り
／
大
脇
君
義
／
岡
野
き
ぬ
子

／
岡
本
朋
子
／
小
川
富
／
沖
早
知
子
／
置
田
善

三
／
荻
野
晋
也
／
奥
平
譲
治
／
尾
﨑
幸
子
／
落

合
朋
子
／
小
野
舞
／
小
野
山
昭
英
／
蔭
山
征
宣

／
加
地
美
智
子
／
梶
谷
阿
久
里
／
片
山
和
子
／

片
山
直
也
／
勝
見
文
雄
／
金
子
澄
子
／
金
丸
幸

子
／
金
村
実
香
／
釜
下
昭
子
／
上
岡
忠
人
／
加

茂
清
次
／
川
上
知
輝
／
北
口
正
敏
／
北
田
雅
人

／
北
村
晏
一
／
吉
相
幸
枝
／
木
野
由
弘
／
木
原

み
き
／
木
村
依
江
／
清
岡
恵
美
子
／
楠
山
容
子

／
久
保
田
久
人
／
熊
本
千
恵
子
／
栗
山
拓
／
黒

木
隼
彦
／
小
出
裕
司
／
江
夏
博
美
／
糀
矢
美
智

／
甲
田
一
幸
／
小
倉
正
和
／
小
島
俊
之
／
古
住

満
寿
子
／
小
谷
の
り
子
／
小
西
尚
子
／
小
林
英

子
／
小
林
眞
澄
／
小
松
一
子
／
小
森
茂
之
／
小

山
一
雄
／
小
山
裕
子
／
齊
藤
透
／
齊
藤
仁
／
斎

藤
芙
美
子
／
斉
藤
渡
／
佐
伯
康
子
／
嵯
峨
山
節

子
／
佐
藤
濶
子
／
佐
藤
寛
範
／
佐
藤
泰
範
／
佐

藤
善
範
／
澤
田
安
子
／
實
ま
り
子
／
芝
﨑
末
廣

／
島
田
恒
／
下
野
博
／
正
法
地
圭
／
正
法
地
浩

／
白
井
春
夫
／
須
賀
浩
／
菅
原
直
樹
／
杉
江
久

男
／
杉
原
貴
／
鈴
木
誠
也
／
住
友
藍
／
瀬
川
真

平
／
関
口
淳
／
曽
和
明
／
平
善
行
／
高
畑
政
登

／
田
口
哲
朗
／
竹
田
陽
子
／
竹
中
一
章
／
竹
中

由
紀
子
／
武
生
伸
子
／
立
石
小
夜
子
／
田
中
和

枝
／
田
中
和
子
／
谷
口
昌
嘉
／
谷
丸
八
郎
／
種

村
政
宏
／
玉
置
和
子
／
辻
賢
二
／
辻
正
浩
／
津

田
洋
子
／
坪
内
廣
次
／
土
井
利
夫
／
土
居
正
明

／
堂
浦
郷
子
／
遠
田
智
代
／
徳
永
正
和
／
冨
松

孝
司
／
豊
田
財
光
枝
／
豊
田
元
彦
／
豊
田
祐
輔

／
寅
田
和
代
／
鳥
居
建
十
／
鳥
居
洋
一
／
内
藤

悳
子
／
中
井
良
美
／
長
江
佐
和
／
中
岡
末
子
／

中
川
寛
子
／
中
嶋
典
子
／
中
島
三
栄
子
／
中
島

就
子
／
中
島
綾
／
中
陳
和
悦
／
中
須
賀
敬
子
／

中
筋
光
子
／
中
谷
華
菜
／
中
西
彰
夫
／
中
西
伸

子
／
中
西
正
喜
／
長
野
清
文
／
中
橋
政
美
／
中

南
有
加
里
／
中
村
真
司
／
中
村
智
子
／
中
村
暢

秀
／
中
森
隆
枝
／
西
優
子
／
西
浦
康
平
／
西
川

龍
夫
／
西
田
信
行
／
西
田
恭
子
／
西
野
恵
子
／

西
林
昌
樹
／
西
山
あ
か
り
／
野
池
徹
／
橋
本
喜

代
子
／
橋
本
喜
代
美
／
橋
本
元
気
／
橋
本
惠
／

長
谷
川
雅
子
／
秦
道
代
／
林
佐
妃
子
／
林
千
夏

／
原
田
和
幸
／
日
生
下
卓
／
日
方
優
子
／
樋
口

雅
軌
／
久
光
定
雄
／
日
野
恵
美
子
／
日
野
眞
澄

／
平
川
輝
子
／
平
見
美
智
子
／
廣
地
洋
太
／
深

谷
春
男
／
福
島
朋
子
／
福
本
義
克
／
藤
井
順
子

／
藤
井
り
か
／
藤
川
孝
夫
／
藤
木
一
世
／
藤
木

茂
利
／
藤
田
百
合
子
／
藤
原
龍
雄
／
船
戸
尚
子

／
古
川
光
照
／
古
田
万
紀
子
／
堀
正
巳
／
堀
口

賢
司
／
堀
口
富
子
／
堀
田
飛
鳥
／
本
多
操
／
前

澤
良
子
／
前
田
乙
美
／
正
道
幹
子
／
真
下
浩
一

／
桝
田
実
／
松
村
祐
介
／
松
本
節
子
／
松
本
典

子
／
マ
ッ
ラ
ラ
ジ
ャ
ン
マ
ン
／
的
場
義
惠
／
三

木
裕
則
／
三
國
谷
勝
寛
／
溝
尾
敬
子
／
光
畑
麻

美
／
宮
田
安
紀
子
／
宮
田
幹
／
宮
野
慧
子
／
妙

代
和
也
／
宗
石
和
久
／
村
本
康
治
／
森
茂
昭
／

森
利
明
／
森
木
俊
行
／
森
村
文
則
／
八
尾
眞
弓

／
八
木
正
人
／Yakop Sriw

icahyo

／
安
留

治
／
八
頭
司
和
子
／
柳
原
富
美
子
／
山
内
幸
太

／
山
岡
輝
清
／
山
口
幸
子
／
山
口
文
枝
／
山
崎

晶
子
／
山
下
登
世
子
／
山
下
善
照
／
山
田
孝
彦

／
山
部
檀
／
山
本
勝
彦
／
山
本
真
司
／
山
本
哲

司
／
山
本
幸
子
／
横
井
明
子
／
吉
岡
照
仁
／
吉

田
伊
吹
／
饒
平
名
知
幸
／
鎧
坂
総
子
／
霊
松
寺

／
和
田
早
苗
／
和
田
多
喜
子

●
賛
助
会
費

浅
井
聡
子
／
浅
野
敏
弘
／
荒
川
奈
秀
子
／
池
嶋

伸
晃
／
池
住
美
樹
／
池
田
喜
代
子
／
池
田
倫
子

／
石
尾
美
佐
子
／
石
川
忠
義
／
石
田
尚
美
／
泉

谷
博
幸
／
一
鷹
要
市
／
市
村
睦
子
／
一
色
由
子

／
稲
垣
章
子
／
井
上
修
二
、
晶
子
／
井
上
康
／

今
中
豊
／
岩
切
康
宏
／
岩
崎
裕
保
／
岩
下
将
人

／
岩
間
美
佐
子
／
上
野
泰
子
／
上
畑
育
美
／
植

村
友
恵
／
漆
原
嘉
孝
／
江
守
和
子
／
大
谷
ま
り

子
／
大
野
早
百
合
／
大
橋
曻
子
／
沖
本
加
代
子

／
奥
野
憲
一
／
奥
山
宏
靖
／
鬼
塚
友
子
／
小
山

一
行
／
柿
島
頼
紀
／
籠
谷
啓
史
／
鍛
治
良
祐
／

加
芝
ナ
ミ
子
／
梶
原
英
一
／
粕
谷
早
苗
／
粕
谷

香
代
子
／
勝
成
忠
／
加
藤
繁
生
／
川
島
敏
子
／

川
端
美
智
子
／
川
村
忠
／
上
林
愛
子
／
上
林
喜

久
郎
／
岸
本
啓
子
／
岸
本
政
也
／
北
岡
幸
子
／

北
川
久
躬
子
／
北
村
英
夫
／
北
村
光
弘
／
狐
塚

真
美
子
／
絹
田
悦
子
／
木
原
民
世
／
木
村
和
夫

／
木
村
直
子
／
近
藤
利
則
／
栗
山
聡
子
／
桑
原

由
紀
子
／
小
泉
和
／
小
林
理
恵
／
齋
藤
史
子
／

斉
藤
理
美
／
坂
上
知
子
／
佐
々
寿
子
／
佐
々
靖

男
／
真
田
朱
美
／
清
水
直
子
／
シ
ュ
レ
ス
タ
ナ

ニ
マ
ヤ
／
庄
司
野
宇
三
郎
／
平
眞
知
子
／
高
宮

寿
子
／
髙
山
純
一
／
田
口
吉
三
／
嵩
聰
久
／
竹

井
智
子
／
竹
中
晋
／
竹
中
敏
恵
／
武
部
恵
子
／

谷
綛
安
雄
／
谷
口
惺
／
ク
ン
バ
ー
ル
カ
イ
ラ
ー

シ
ュ
／
長
克
宣
／
辻
貴
文
／
辻
知
久
／
津
田
宏

久
／
都
筑
信
美
／
壷
井
利
一
／
出
来
成
人
／
デ

リ
ー
ブ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ラ
ー
ル
／
徳
永
昌
彦
／

外
村
茂
一
／
富
田
修
／
友
松
千
草
／
外
山
和
美

／
内
藤
健
一
／
内
藤
肇
／
内
藤
雅
貴
／
中
島
慎

介
／
永
谷
恵
子
／
中
谷
太
一
／
中
西
邦
夫
／
中

野
鉄
馬
／
長
浜
真
美
／
中
村
操
／
中
村
弓
絵
／

成
山
邦
子
／
西
浦
暢
子
／
西
田
愉
子
／
西
林
文

／
西
原
茂
／
西
山
美
智
惠
／
二
野
英
子
／
野
上

麻
理
／
野
川
節
子
／
野
口
須
美
子
／
野
島
哲
也

／
畠
山
常
夫
／
畠
中
美
代
子
／
花
光
智
香
子
／

塙
平
葉
子
／
浜
田
春
樹
／
濱
田
光
江
／
早
崎
鉄

也
／
原
明
博
／
東
谷
香
保
子
／
藤
田
み
く
／
飛

田
雄
一
／
平
岡
三
保
子
／
平
川
哲
也
／
藤
本
千

恵
／
藤
原
昭
子
／
藤
原
勝
徳
／
麓
忠
司
／
舳
松

志
津
子
／
堀
田
紀
美
子
／
堀
富
子
／
本
間
耕
一

／
前
田
幸
利
／
牧
比
呂
美
／
松
浦
有
理
子
／
松

田
高
志
／
松
長
朋
子
／
松
野
光
伸
／
松
本
倫
代

／
三
上
敦
史
／
水
野
恵
理
子
／
御
手
洗
圭
／
箕

浦
明
子
／
宮
崎
誠
也
／
宮
嶋
淳
／
村
口
ミ
ヨ
子

／
森
岡
幸
子
／
森
田
浩
／
八
木
原
由
希
子
／
山

崎
兄
／
山
田
伸
枝
／
山
野
和
子
／
山
本
隆
／
山

本
七
々
子
／
山
本
晴
子
／
湯
浅
公
太
／
湯
浅
洋

子
／
行
廣
真
紀
／
横
井
文
／
横
山
里
美
／
吉
積

慶
子
／
吉
用
ト
モ
子
／
義
本
奈
々
／
愿
山
紀
代

／
若
林
美
幸
／
和
田
み
な
子
／
綿
田
元
松
／
渡

辺
彩
智
子

●
ジ
ュ
ニ
ア
会
費

徳
永
健
／
徳
永
優

●
団
体
会
費

大
阪
友
の
会

●
法
人
会
費

岡
三
証
券
株
式
会
社
／
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ボ
ト
ラ
ー

ズ
／
日
広
機
設
㈱
／
寝
屋
川
教
会
／
㈱
ツ
ー
ル

オ
カ
フ
ジ
／
山
田
不
動
産
㈱

新会員紹介・領収報告新会員紹介・領収報告

●
里
親
会
費

ア
ジ
ア
井
戸
ば
た
サ
ロ
ン
／
荒
木
美
智
／
石
神

誠
／
石
原
歩
／
岡
田
麻
理
／
岡
部
美
和
／
岡
村

遍
導
／
奥
野
憲
一
／
鬼
塚
友
子
／
川
治
依
子
／

絹
田
悦
子
／
木
下
敏
子
／
木
村
征
代
／
久
留
須

眞
由
美
／
小
西
孝
彦
／
小
林
久
仁
子
／
斉
藤
渡

／
佐
藤
濶
子
／
佐
藤
正
明
／
荘
司
晃
一
／
住
友

藍
／
園
田
道
子
／
平
眞
知
子
／
高
瀬
稔
彦
／
田

中
修
／
田
中
貴
美
子
／
谷
綛
安
雄
／
坪
内
廣
次

／
寺
山
正
道
／
徳
永
健
／
徳
永
昌
彦
／
中
島
綾

／
中
陳
和
悦
／
中
村
操
／
中
村
弓
絵
／
西
宮
教

会
婦
人
会
／
野
井
洋
正
／
長
谷
川
雅
子
／
畠
山

房
子
／
畠
平
恵
子
／
塙
平
葉
子
／
日
生
下
卓
／

平
川
哲
也
／
洋
野
町
国
際
交
流
協
会
／
福
岡
名

津
子
／
藤
原
勝
徳
／
堀
田
飛
鳥
／
前
田
恵
美
子

／
前
田
泰
子
／
松
原
直
弘
／
三
里
健
一
／
水
野

結
乃
美
／
村
上
聡
代
／
森
利
明
／
森
﨑
律
子
／

森
下
正
志
／
山
岡
輝
清
／
山
口
真
理
子
／
山
脇

哲●
一
般
寄
付

青
木
洋
介
／
熱
田
親
憙
／
ウ
ィ
ル
合
同
法
律
事

務
所
／
上
野
孝
一
／
大
久
保
洋
子
／
岡
藤
茂
夫

／
木
下
良
子
／
桒
村
壽
子
／
小
林
剛
／
酒
井
聖

／
櫻
井
紘
哉
／
篠
原
勝
弘
／
認
定
こ
ど
も
園
す

み
れ
幼
稚
園
／
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
つ
な
が
る
募
金

／
冨
松
英
二
／
ナ
モ
ナ
キ
ビ
リ
オ
ネ
ラ
／
藤
原

正
昭
／
法
花
敏
郎
／
眞
砂
哲
志
／
松
本
静
枝
／

宮
野
谷
篤
／
村
上
公
彦
／
森
本
榮
三
／
梁
井
亮

／
矢
野
史
洋
／
脇
家
崇
夫
／
ド
リ
ア
ン
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
／
匿
名

●
井
戸
指
定
寄
付
（
募
金
箱
よ
り
）

京
都
暁
星
高
等
学
校
／
幾
谷
昌
彦
／
谷
禎
子
／

延
原
修
／
饒
平
名
知
幸

●
井
戸
指
定
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

○
イ
ン
ド

熱
田
典
子

○
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

熱
田
典
子
／
辻
本
選
子
／
辻
本
昇

●
井
戸
積
立

（
一
財
）H
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サ
ン
タ
／
西
宮
友
の
会
／
畠
中

美
代
子
／
山
野
ふ
さ
好

●
井
戸
一
基
建
設
支
援

○
カ
ン
ボ
ジ
ア

柗
江
宏

○
ス
リ
ラ
ン
カ

天
使
の
聖
母
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
／
匿
名

○
ネ
パ
ー
ル

秋
山
賀
子
／
大
阪
女
学
院
中
学
校
２
０
２
０
年

卒
業
生
一
同
／
㈱
国
元
商
会
／
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
枚
方

地
区
会
／
若
山
治
子

○
フ
ィ
リ
ピ
ン

㈱
国
元
商
会

●
ア
ジ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奨
学
会
費

上
野
孝
一
／
岡
本
圭
司
／
古
賀
旭
／
中
島
和
子

／
村
上
公
彦

●
ア
ジ
ア
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
夢
基
金

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
歩
く
会
／
木
村
泰
彦
／
ド
リ
ア
ン
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
／
理
事
懇
親
会

●
ア
ジ
ア
・
子
ど
も
支
援

上
好
ま
ゆ
み
／
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｕ

●
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
指
定

田
中
衣
子

●
イ
ン
ド
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
子
ど
も
と
家
族
支
援
会
費

苗
村
登
美
子

●
イ
ン
ド
・
無
医
村
医
療
支
援

㈶
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ソ
ー
ス
財
団

●
ス
リ
ラ
ン
カ
・
サ
ル
ボ
ダ
ヤ
支
援
会
費

阿
部
有
紀
／
岡
本
朋
子
／
岡
本
佳
子
／
西
田
貞

之
／
法
花
敏
郎
／
松
原
直
弘

●
ネ
パ
ー
ル
・
ピ
ト
ゥ
リ
支
援
会
費

大
谷
英
一
／
大
谷
臣
子
／
小
川
幸
子
／
倉
光
和

之
／
小
松
朱
美
／
前
田
美
津
代
／
前
田
豊
／
宮

本
博
幸
／
饒
平
名
知
幸

●
ネ
パ
ー
ル
子
ど
も
夢
・
基
金

鎌
田
勝
江

●
ネ
パ
ー
ル
植
林
指
定

㈱
日
本
入
試
セ
ン
タ
ー

●
ネ
パ
ー
ル
こ
ど
も
指
定

（
公
財
）
毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事
業
団

●
ネ
パ
ー
ル
地
震
被
災
者
支
援

東
代
清
隆
／
元
橋
亮
治

●
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
指
定

西
亀
真

●
貧
困
対
策
指
定
寄
付

伊
奈
徹

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
障
害
者
支
援

岡
本
朋
子

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
支
援

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
京
都
地
区
会

●
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
基
金

橋
本
隆

●
ネ
パ
ー
ル
学
校
建
設
支
援

福
永
有
花
／
横
田
美
智
子
／
渡
辺
治
彦

●
地
球
幸
せ
募
金

小
代
利
子

●
助
成
金
（
ネ
パ
ー
ル
環
境
支
援
）

り
そ
な
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
財
団

●
九
州
地
方
豪
雨
被
害
緊
急
支
援

阿
部
克
樹

●
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
寄
付

元
橋
亮
治

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
被
災
者
支
援
寄
付

関
東
学
院
の
び
の
び
の
ば
園
／
松
村
莉
帆

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
募
金

○
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
支
援
・
国
内
留
学
生
支
援

秋
山
タ
カ
子
／
浅
沼
暁
子
／
浅
野
直
人
／
浅
野

弘
／
有
田
稔
／
粟
野
ア
ツ
子
／
安
藤
謙
治
／
安

藤
幹
雄
／
池
田
ミ
オ
子
／
池
田
美
奈
子
／
石
尾

美
佐
子
／
石
田
武
／
石
谷
信
英
／
出
原
惠
子
／

伊
藤
誠
／
井
上
賢
／
井
上
勇
一
／
岩
本
郁
子
／

㈱
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
／
上
野

道
善
／
植
村
ル
リ
／
内
野
清
子
／
梅
本
隆
司
・

富
実
子
／
蛯
名
健
仁
・
加
奈
子
／
円
頓
寺
／
大

岩
典
代
／
大
須
賀
丕
出
子
／
太
田
宜
子
／
大
谷

タ
カ
コ
／
大
野
篤
一
郎
／
大
橋
鈴
子
／
大
橋
克

次
／
大
畑
直
之
／
大
山
行
雄
／
大
脇
君
義
／
岡

田
経
子
／
岡
本
就
介
／
小
川
良
文
／
沖
田
哲
男

／
小
椋
加
代
子
／
小
野
豪
臣
／
小
野
惠
大
／
小

原
弘
信
／
香
川
泰
子
／
笠
谷
正
博
／
毛
利
吉
男

／
加
藤
弘
量
／
加
藤
朝
子
／
加
藤
喜
代
子
／
加

藤
繁
生
／
加
藤
美
樹
／
金
谷
節
子
・
祐
奈
／
金

子
文
子
／
鎌
田
勝
江
／
神
谷
尚
孝
／
上
村
み
ち

え
／
萱
原
俊
哉
／
川
﨑
洋
二
／
川
崎
隆
二
／
川

島
敏
子
／
川
西
秀
樹
／
川
邊
比
呂
子
／
川
村
忠

／
上
林
愛
子
／
函
嶺
白
百
合
学
園
小
学
校
／
菊

池
哲
也
／
嶽
盛
和
三
／
木
野
友
義
／
木
下
良
子

／
高
松
雅
／
木
村
育
世
／
木
村
早
苗
／
木
村
征

代
／
木
村
依
江
／
清
原
浩
子
／
葛
谷
友
子
／
久

保
田
篤
・
敬
子
／
久
米
川
良
子
／
栗
山
拓
／
小

出
裕
司
／
河
野
奈
奈
／
小
阪
勝
／
小
代
利
子
／

後
藤
安
子
／
後
藤
理
紗
／
小
林
久
仁
子
／
小
林

仁
美
／
小
林
煕
子
／
近
藤
朋
子
／
近
藤
十
郎
／

齋
藤
正
健
／
浄
土
宗
西
方
寺
／
作
田
和
彦
／
佐

々
木
健
児
・
ゆ
み
子
／
佐
々
木
実
／
佐
藤
正
明

／
佐
藤
美
千
代
／
澤
田
武
憲
／
塩
尻
昭
枝
／
四

國
う
ど
ん
讃
岐
路
／
重
吉
孝
一
郎
／
篠
田
京
子

／
篠
田
勲
／
芝
﨑
末
廣
／
柴
田
治
男
／
柴
谷
享

一
郎
／
吉
田
英
哲
／
庄
子
幸
子
／
和
田
康
圓
／

正
法
地
由
紀
子
／
勝
楽
寺
／
新
谷
百
代
／
新
羅

和
子
／
菅
原
直
樹
／
菅
原
芳
徳
／
杉
本
明
子
／

杉
本
牧
子
／
住
谷
裕
弘
／
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

／
瀬
尻
芳
子
／
仙
野
和
子
／
髙
木
光
子
／
高
岸

泰
子
／
髙
島
純
子
／
髙
瀬
み
よ
子
／
高
谷
侑
助

／
田
口
裕
子
／
田
桑
武
志
／
多
胡
恭
子
／
田
中

裕
江
／
田
中
静
枝
／
田
中
通
成
／
谷
口
和
代
／

谷
阪
洋
子
／
日
野
西
光
尊
／
長
知
子
／
塚
口
泰

子
／
寺
山
正
道
／
土
井
ル
ミ
子
／
東
代
清
隆
／

藤
間
孝
子
／
戸
田
恭
子
／
富
田
修
／
富
永
た
け

／
中
川
咲
子
／
中
島
和
子
／
中
嶋
啓
子
／
中
島

裕
子
／
中
谷
誠
／
中
塚
鞠
子
／
中
西
豊
次
／
中

野
為
夫･
桂
子
／
中
山
康
夫
／
那
須
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
／
西
扶
美
子
／
西
田
貞
之
／
西
原
八

重
子
／
西
村
節
子
／
西
本
悦
子
／
西
森
幸
子
／

西
山
美
智
惠
／
延
原
修
／
萩
原
節
子
／
畠
山
ひ

ろ
み
／
畠
山
房
子
／
畠
平
恵
子
／
花
房
啓
子
／

英
由
季
／
羽
田
孝
彦
／
浜
田
春
樹
／
早
崎
鉄
也

／
林
温
子
／
林
越
洋
子
／
林
田
陽
子
／
は
り
ま

平
安
教
会
／
春
重
祺
子
／
日
笠
修
宏
／
東
野
鈴

枝
／
平
井
静
／
平
野
千
晴
／
廣
澤
悦
子
／
廣
田

恵
美
／
深
谷
春
男
／
福
西
礼
子
／
藤
井
順
子
／

藤
原
克
彦
／
藤
原
さ
く
ら
／
藤
原
正
昭
／
藤
原

増
子
／
二
葉
幼
稚
園
／
船
戸
康
夫
／
古
谷
佳
世

子
／
別
府
浄
照
／
坊
上
信
子
／
法
蔵
寺
／
細
谷

詩
子
／
法
花
敏
郎
／
堀
口
節
子
／
本
庄
紀
子
／

前
田
み
ど
り
／
前
田
美
保
子
／
増
山
律
子
／
松

浦
有
理
子
／
柗
江
宏
／
松
尾
慶
治
／
松
生
孝
子

／
松
下
千
鶴
子
／
松
野
光
伸
／
松
本
勝
正
／
三

木
あ
ゆ
子
／
水
島
か
な
え
／
水
本
裕
子
／
溝

口
清
子
／
宮
地
文
子
／
宮
野
谷
篤
／
妙
代
和
也

／
宗
本
光
義
／
村
田
恭
仁
子
／
森
﨑
律
子
／

森
田
登
代
子
／
森
田
康
代
／
森
長
敬
／
森
本
榮

三
／
森
山
涼
子
／
矢
賀
繁
之
／
八
木
祐
子
／

八
束
浩
一
／
薮
内
資
子
／
山
川
清
／
山
口
か
を

る
／
山
口
香
世
子
／
山
澤
寛
子
／
山
下
玉
英
／

山
田
善
清
／
山
野
和
子
／
山
本
晴
子
／
悠
友
㈱

／
横
井
明
子
／
横
井
文
／
横
山
浩
平
／
吉
田
俊

朗
／
義
村
小
夜
子
／
吉
村
治
子
／
米
澤
澄
子
／

米
田
明
正
／
余
根
田
保
／
レ
デ
ン
プ
ト
リ
ス
チ

ン
修
道
院
／
脇
家
崇
夫
／
和
田
一
成
／
和
田
幸

子
／
渡
辺
治
彦
／
ジ
ャ
ケ
ル
さ
ん
を
囲
む
会
／

S.W
EDGE

／
荒
川
英
二
／
匿
名
３
件

●
物
品
・
日
用
品
・
食
料
品
等

浦
野
美
也
子
／
岡
部
雅
子
／
佐
藤
満
昭
／
設
楽

宏
幸
／
中
西
豊
次
／
西
原
智
珂
子
／
森
田
素
子

●
集
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

石
原
基
義
／
岸
本
玲
子
／
黒
田
洋
子
／
田
岡
佳

子
／
西
原
智
珂
子
／
根
津
千
枝
子
／
畑
中
義
雄

／
畠
平
恵
子
／
法
花
敏
郎
／
吉
田
幸
子
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ネ
パ
ー
ル
、
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク

郡
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
10
区
（
旧
ボ
テ
シ
パ

村
）
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
進
め
て
い
る
揚
水
シ
ス

テ
ム
設
置
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
、
3
月
25

今
、
前
向
き
な
将
来
へ
の
希
望
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
事
業
へ
協
力
し
よ
う
と
い
う
意
気

込
み
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

課
題
は
、
村
人
た
ち
に
有
機
農
法
の
利
点

を
理
解
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
す
ぐ
に
効
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
農

薬
を
用
い
た
農
業
を
、
長
年
行
っ
て
き
た
た

め
で
す
。
ま
た
事
業
地
で
は
、
風
の
季
節
や

雨
期
に
電
気
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
障
害
が
頻

繁
に
起
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
村
人
た
ち
の

手
で
行
う
必
要
の
あ
る
揚
水
シ
ス
テ
ム
の
稼

働
や
管
理
体
制
に
不
安
が
残
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
、
ス
タ
ッ
フ	

レ
ジ
マ･

タ
パ･

マ
ガ
ー
ル
さ
ん

　

有
機
農
業
に
関
す
る
人
々
の
考
え
や
行
動

に
、
実
際
の
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
課
題

で
す
。
ま
た
、
水
を
使
う
際
の
料
金
体
制
を

納
得
し
て
も
ら
う
こ
と
も
課
題
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。

　

村
人 

ラ
ム･

タ
パ･

マ
ガ
ー
ル
さ
ん
＝
建

設
地
労
働
者

　

こ
れ
ま
で
村
に
仕
事
が
な
く
、
外
へ
出
稼

ぎ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
こ
の
建
設
地

で
働
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

の
お
か
げ
で
、
村
人
た
ち
の
意
識
が
村
へ
向

き
始
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
土
地
に

住
み
、
将
来
の
子
孫
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
、
こ
の
不
毛
な
土
地
を
野
菜
と
果
物
で
あ

ふ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

村
人 

ナ
ラ
ヤ
ン･
ダ
ウ
ラ
コ
テ
ィ
さ
ん

＝
農
業
組
合
メ
ン
バ
ー

　

農
業
研
修
で
得
た
知
識
を
、
地
域
に
住
む

仲
間
た
ち
へ
教
え
て
い
ま
す
。
彼
ら
も
仕
事

と
し
て
の
農
業
や
有
機
栽
培
に
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
様
々
な
野
菜
や

果
物
の
種
苗
を
配
布
し
て
く
れ
る
の
で
、
遠

く
離
れ
た
店
へ
種
苗
を
探
し
に
行
く
手
間
が

省
け
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
村
に
は
農
作
物
を
一
括
販

売
す
る
た
め
の
集
荷
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
未
舗
装
な
道
路
の
た
め
、
町
へ
売
り
に
行

く
際
の
輸
送
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

村
人 

パ
ビ
ト
ラ･

カ
ル
キ･

タ
パ･

マ
ガ
ー

ル
さ
ん
＝
農
業
組
合
メ
ン
バ
ー

　

村
を
出
て
働
く
し
か
な
か
っ
た
人
た
ち

が
、
村
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
始
め
ま
し

た
。
次
世
代
の
た
め
に
環
境
を
保
護
し
な
が

ら
で
き
る
有
機
栽
培
技
術
を
学
ん
で
お
り
、

こ
れ
ま
で
農
業
が
で
き
な
か
っ
た
人
々
も
、

水
が
手
に
入
る
こ
と
で
、
仕
事
と
し
て
の
農

業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
前
向
き
に
捉

え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
村
の
中
で
も
貧
富

差
が
あ
り
、
仕
事
と
し
て
の
農
業
を
始
め
る

た
め
に
投
資
が
で
き
る
農
家
と
で
き
な
い
農

家
が
あ
り
ま
す
。
で
き
な
い
農
家
へ
の
支
援

が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

×　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　

×

　

村
人
が
、
こ
れ
ま
で
諦
め
て
い
た
「
村
で

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
」
と
い
う
夢
に
希
望

を
持
ち
、
自
分
た
ち
か
ら
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
熱
意
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
駐
在
員中

島	

彩
華
）

＝
29
㌻
に
関
係
記
事

日
に
最
終
年
度
の
３
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
生
活
エ

リ
ア
に
水
が
届
き
、
変
わ

り
つ
つ
あ
る
村
の
状
況
と

残
る
課
題
に
つ
い
て
、
Ａ

Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
の
ス
タ
ッ

フ
と
事
業
地
イ
ン
ド
ラ
ワ

テ
ィ
村
の
人
々
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
、
ス

タ
ッ
フ 

レ
シ
ナ･
バ
ジ

ャ
ラ
チ
ャ
ヤ
さ
ん

　

事
業
が
始
ま
る
前
、
村

人
た
ち
は
日
常
生
活
の
不

便
さ
や
大
変
さ
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
と
諦
め

て
い
ま
し
た
。
し
か
し

自
分
の
住
む
地
域
へ
水
を

配
る
た
め
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
敷
設
に
参
加
す
る
村
人

た
ち

ネ
パ
ー
ル
揚
水
事
業 

３
年
目

「
野
菜・果
物
あ
ふ
れ
る
地
に
」

村
人
、仕
事
と
し
て
の
農
業
に
意
欲

募金のお願いが続き恐縮ですが、温かい
ご協力をいただけましたら幸いです。
◆郵便振替	00960-6-10835	アジア協会ア
ジア友の会　◆三菱UFJ銀行中之島支店	
普通1007011	公益社団法人アジア協会ア
ジア友の会　◆HP（https://jafs.or.jp）から
クレジット決済　などでお願いします。

夏季 ･ コロナ募金を開始入
会
ご
案
内

皆
さ
ま
が
会
員
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
活
動
計
画
が
で
き
ま
す
。
継
続
し

た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．維持会費	 年額１口	 12,000円
	 	 （月額1,000	円）
Ｂ．賛助会費	 年額１口	 6,000円

（月額600	円＝振込手数料含む）
Ｃ．ジュニア会費（高校生まで）
	 年額１口	 1,000円
Ｄ．団体会費	 年額１口	 20,000円
Ｅ．法人賛助会費	 年額１口	 50,000円

会費・寄付の振り込み先
郵便振込		00960-6-10835	
三菱UFJ銀行中之島支店		普通1007011

編

集

後

記

　
　
　

刊
新
潮
を
創
刊
し
た
名
編
集
者

・
齋
藤
十
一
は
、
悪
い
原
稿
は

ど
ん
な
人
気
作
家
で
も
「
貴
作
拝
見
、

没
」
の
一
言
で
ダ
メ
出
し
し
、
分
か
る

面
白
い
読
者
目
線
を
貫
い
た
と
か
。
そ

の
万
分
の
一
で
も
見
習
い
た
く
て
、
本

誌
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
（
黒
）

年
前
の
ア
ジ
ア
渡
航
の
前
、
コ

レ
ラ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
体

に
不
調
を
覚
え
た
こ
と
が
あ
る
。
コ
ロ

ナ
の
ワ
ク
チ
ン
は
周
囲
に
反
対
派
も
い

る
の
で
迷
っ
た
が
、
結
局
、
効
果
を
信

じ
て
接
種
し
た
。
自
分
の
命
を
守
る
の

も
自
己
責
任
の
時
代
が
き
た
。
（
裕
）

パ
ー
ル
の
義
妹
（
弟
の
妻
）
が

コ
ロ
ナ
に
感
染
。
身
近
に
迫
っ

た
危
機
だ
っ
た
が
、
幸
い
身
内
感
染
な

く
回
復
し
た
。
同
時
に
、
友
人
知
り
合

い
の
死
亡
連
絡
が
数
件
入
る
。
コ
ロ
ナ

よ
、
そ
ろ
そ
ろ
人
間
を
い
じ
め
る
の
は

ヤ
メ
テ
！
（
典
）

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
支
援
の

状
況
を
具
体
的
に
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
ま

す
。
皆
さ
ん
も
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
で
し

ょ
う
が
、
恵
ま
れ
な
い
ア
ジ
ア
の
人
達

へ
の
支
援
よ
ろ
し
く
。
（
金
）

子
が
4
月
に
大
学
生
に
な
り
ま

し
た
が
、
講
義
は
2
週
間
で
す

ぐ
オ
ン
ラ
イ
ン
に
。
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ

ィ
ブ
な
若
者
た
ち
。
受
講
は
お
手
の
物

で
す
が
、
友
だ
ち
作
り
に
は
や
は
り
対

面
を
欲
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
家
に
居
な

が
ら
Z
O
O
M
で
の
交
流
も
頻
繁
で
、

新
時
代
の
武
器
が
救
い
で
す
。
（
川
）

週40ネこ息

　
　

　海がめの鼻にストローが刺さった動画から多く
の人の知るところとなった「海洋プラスチック汚
染」。生活から否応なく出るごみの問題には、以
前から各地域で取り組まれていますが、地球規模
の問題として世界の人々がごみに対して共通の視
点を持った初めての例ではないでしょうか。
　プラごみの海洋への流出量は、世界で年間800
万㌧と試算され、日本の年間プラごみ発生量に匹
敵するそうです。容器包装プラに限っても、1人当
たり廃棄量が日本は米国に次ぐ世界２位。日本中
で心苦しくも日々廃棄している多くのプラに匹敵
するほど多量のプラが海に流れ出ているとは！
　海洋プラ流出量を国別に推定した研究による
と、上位のほとんどが東南アジアを中心とするア
ジア諸国です。この中には、日本からアジアに輸
出したプラごみが管理しきれず流れ出たごみも含
まれており、もちろん日本からもごみが流出して
海や他国を汚してもいます。
　一方、これまで廃棄されたプラごみの行方は、
世界全体ではリサイクルは1割弱、焼却が1割強。
残り8割程度は、正規に収集された後、埋立や地
表のごみ山などの形で環境中に蓄積するか、また
正規の収集がなされず環境中に投棄され散乱して
きました。アジアを旅してごみの溢れる汚水の光
景を目にした方も多いと思いますが、途上国を含

海
洋
プ
ラ
汚
染
と
ア
ジ
ア

む世界全体では、日本から想像するのと異なり、
大部分のプラごみが原形をとどめたまま地球上に
存在し、海洋流出の一因ともなっているのです。
　日本のように収集から焼却やリサイクルまで管
理され処理されても、焼却すればCO2が温暖化の
一因となります。ましてごみの散乱する途上国で
は、生活環境が不衛生になり健康への影響も心配
されるほか、川がプラごみであふれると流れが悪
くなり水害の原因ともなります。それらが川から
海に流れ込めば、海洋プラ汚染と言われる地球規
模の問題となるのです。ですから国内に加えアジ
アのごみ問題に取り組むことは、アジアの生活環
境と海洋プラ汚染の両方を改善するのです。
　どの国でもプラの使用はできるだけ減らしまし
ょう。その上で廃棄するプラは環境中に投棄しな
いことが第一ですが、様々な改善策をアジアの人
々と共に考えてみませんか。インドネシアやフィ
リピンのAFSの仲間は、まずは海岸ごみを拾う
活動に取り組んでいます。日本でも発展途上で
は、現在のアジアと同様のごみの状況や公害もあ
りましたが、先人の努力により、今は衛生的に生
活できています。アジアの人も私たちのような環
境に住めるようになると信じ、できる協力を探っ
てみませんか。31㌻の案内もご覧ください。　
　　　　　　　　　　（JAFSスタッフ　川本	裕子）



2021年1月	144号　　発行人：篠原勝弘　　編集人：村上公彦
広報企画委員長：法花敏郎　　
編集アドバイザー：松本	督、黒沢雅善
編集スタッフ：熱田典子、大本和子、柿島	裕、金井英夫
　　　　　　　川本裕子
印刷製本：あさひ高速印刷株式会社				

編集・発行：公益社団法人	アジア協会アジア友の会
〒550-0002	大阪市西区江戸堀1-2-14		肥後橋官報ビル５階
☎	06-6444-0587　FAX	06-6444-0581　E-mail  asia＠jafs.or.jp
URL:	https://jafs.or.jp Facebook:	https://www.facebook.com/JAFS.NGO/

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
が
限
定
的
だ

っ
た
頃
、
孤
児
院
の
子
ら
に
近
畿
大
学
の

学
生
が
、
紙
芝
居
を
使
っ
て
食
事
前
の
手

洗
い
を
指
導
し
た
＝
２
０
２
０
年
２
月
21

日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
カ
ン
ダ
ル
州

◀
表
紙
の
写
真　

コ
ロ
ナ
が
大
流
行
す
る
イ
ン

ド
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
並
ぶ
人
々
＝
マ
ハ
ラ
シ

ュ
ト
ラ
州
ガ
ッ
チ
ロ
リ
県
ラ
ッ
カ
マ
プ
ー
ル
ボ
リ

村
。
４
~
13
面
に
特
集
「
感
染
爆
発
苦
悶
の
イ

ン
ド　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
⑤
」 HPもご覧ください

募金にご協力をお願いします
アジアの安全な飲料水がない地域で

貧困に苦しむ人たちを支援する活動に使われます

郵便振替 00960-6-10835　アジア協会アジア友の会




